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第 65回 全道造形教育研究大会

函館・渡島大会

研究主題

「夢・つ<る・人 ～ 未来はぐ<む造形教育」

「夢 0つくる 0人～未来はぐ<む造形教育」ということで中央に3人の人を配置しました。

中央は,夢をもった子どもたち,両倶」は,それを支える函館・渡島の先生方と保護者の方展をイメー

ジし,第 65回の大会ということで “65"を 背景としました。未来に向かつて進んでい<造形を大切

にして学んでいきたいと考えています。

◇大会シンボルマーク制作 北斗市立上磯中学校2年 田中真希 さん

2015年,夢つ<る北のクリエーターの「函館・渡島」の子供たちとともに,造形教育を見つめてい

きたいと願つています。
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ご 挨 拶

北海道造形教育連盟

会長 三井 哲

第65回全道造形教育研究大会が「夢・つくる 。人 ～未来はぐくむ造形教育～」を

テーマに,新幹線の開通を控え歴史と未来が繋がる街函館において開催されますことをと

てもうれしく思います。あわせて,この大会の開催のために研究を深めるとともに綿密な

準備を進めていただいた函館市美術教育研究会と渡島美術教育研究会の皆様に,心より感

謝申し上|ずます。

平成27年度は,現行の小学校学習指導要領の移行措置が実施されてから5年が過ぎ,

マラツンでいえば折り返し地点を通過したところです。平成22年の函館大会は,「感性と

矢0性の出会い 心うるおす造形活動Jを研究主題に新学習指導要領が示すl受業づくりを展

望するという大会でもありました。私たちは,函館の地でこれまでの5年間の図工・美術

教育の実践を振り返ると共に,これからの5年間を切り拓く重要な節目にいます。小学校

では,今年度より改.Tされた教科書が使われ,中学校も来年度より新たな教科書が使われ

ます。改訂された教科書では,これまでの実践を踏まえ,新たな題材や教材が数多く示さ

れています。そこで,改訂された内容を捉え,率先して実践し,授業の改善に努めること

が私達の役害Jといえます。

また,0乍年 11月には下村文部科学大臣が「初等中等教育における教育課程の基準等の

在り方について」(新 しい時代にふさわしい学習指導要領等の在り方)を諮問され,主体的・

協働的に学
`S学

習 (いわゆる「アクティプラーニングJ)等が注目されています。そこで,

これからは「何を教えるかJという知識や技能の改善ばかりでなく,「どのように学ぶかJ

という学びの質や深まりを重視することが図工・美術の授業でも重要な課tiOになることと

思います。例えば,子どもたちが対話を通して新しい発想や豊かな表現を生みだす姿をイ

メージしながら授業デザインに取り組むことにより,実践者である私たちにパラダイムシ

フトが訪れるかもしれません。

このような時期に,歴史と文化が受け糸因がれてきた函館で,子どもたちを真ん中におい

て「未来はぐくむ造形教育Jについて考え,語り合い,その成果を全道に力強く発信し,

子どもたちの生き生きと学ぶ姿が全道に広がる実り多い大会になることを期待してご挨拶

といたします。
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ご 挨 拶

第65回全道造形教育研究大会 函館・ 渡島大会実行委員長

函館市美術教育研究会会長

土谷 敬

本日ここに第65回全lB造形教育研究大会函館・渡島大会を「舶来文化の上陸地J,「歴

史とロマンの街J函館市を会場として,全国各地から造形教育に情熱を傾けておられる先

生方をお迎えし,開催することが出来ますことを大会運営者として心から嬉しく思います。

さて,前回大会を「創造 ! ときめき ! 実感 1～感性と知性の出会い 心うるおす造形
活動」のテーマの下で開催してから5年が経過いたしました。折しもこの間は,現行の学

習指導要領が全面実施されてからの歩みとも言えます。図画工作や美術の授業が単なる知

識と技術を教えることや作品づくりの指導にとどまるものではないことは,誰もが承知の

ところと考えます。確かな資質,能力を育成する視点を重視した指導の充実のため,改め
て図画工作,美術科の改善の基本方針に立ち返ってみる必要があります。

とりわけ,「感性や想像力を働かせながらよさや美しさを感じ取り,思者・判断し,表
現する造形的な創造活動の基礎的な能力を育成することJ,「生活の中の造形や美術の働
き,美術文化などについての関心や理解を深め,豊かな情操を養うことJ「表現や鑑賞の

活動に共通して働く,形や色彩,材料などの性質や感情を理解したり,対象のイメージを

とらえたりするなどの資質や能力を育成すること」等の趣旨の理解を図る段階から,それ
らを踏まえた1受業実践を深化させる時期に入つています。

また,次期学習指導要領の改訂における道徳の教科化や小学校英語教育の充実,アクテ

ィプ・ラーニングの導入などとの関連も視野に入れていく必要があります。図画工作や美

術が本来的に担っている道徳性の基盤となる豊かな情操を育むことや我が国及び諸外国の

文化の理解を図ること,さ らには造形的な創造活動そのものが能動的で問題解決的な学習

であることを充分踏まえた,指導の充実を図っていくことが求められます。そのためにも,

私たち美術教師が子どもの学びを基軸とした授業の在り方,つまりは目標や題材,内容.

方法,評価等について継続的に研究を行い,仲間との実践交流を重ねていく中で答えを探

し続けることが L/要 になります。

本大会に向けて,北海道造形教育連盟の研究主題を受け「夢 。つくる 。人～未来は

ぐくむ造形教育～Jのテーマの下,渡島美術教育研究会との研究交流を図りながら組織的,

計画的に造形教育の在り方について究明すべく授業研究や実技研修,講演等をとおして研

究・研鑽を深めてまいりました。本大会においてご参集の皆様には,北の造形教育クリエ
ーターとして共に未来を担う子どもたちを育てる視点で公開保育・ 1受業,実践発表をもと

に協議,交流を図り,実 りある研究大会につくり上げて頂くことを切に願うところであり

ます。

終わりになりますが,本大会の開催にあたり,ご後援頂きました北海道教育庁渡島教育

局,函館市教育委員会,函館市幼稚園・子ども園協会をはじめ,ご講演,ご助言を賜りま

す皆様に感謝を申し上げますとともに,各般にわたりご支援,ご協力頂きました関係各位

に心から御礼申し上げ,大会開催にあたってのご挨拶といたします。
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北海道教育庁渡島教育局長

辻 俊行

歴史と文イヒが薫る国際色豊かなここ函館市において,第 65回全道造形教育研究大会函

館・渡島大会が,全道各地から多数の先生方をお迎えし,盛大に開催されますことにさか

らお祝いを申し上げます。

北海道造形教育連盟におかれましては,長年にわたり,全道各地において研究大会を開

催し,組織的・計画的に実践研究を積み重ねられ,授業公開や研究協議を通して実践の交

流を図るなど,本道での造形教育の充実・発展に多大な貢献をいただいていることに,深
く感謝申し上げます。

さて,我が国では,教育基本法に教育の目標のひとつとして「幅広い矢B識と教養を身に

付け,真理を求める態度を養い.豊かな情操と道徳心を培うとともに,健やかな身体を養

うことJが示されており,学校教育では,教育活動全体を通して,美しいものや優れたも

のに接して感動する情感豊かな心である情操を育むことが求められております。とりわけ,

幼稚園では表現領域のねらいに「いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を育む

ことJ,小・ 中学校では図画工作科・美術科の目標に「豊かな情操を養うことJが示され

ており,子どもの発達の段階に応じて,美 しいものや心を動かすものに触れイメージを豊

かにしたり,つくりだす喜びを味わわせたりするなどして豊かな情操を養うことができる

よう指導することが重要です。

このため,各学校においては,自 らの感性を働かせ,造形的な創造活動の基礎的な能力

を発揮し表現や鑑賞の活動の指導を工夫するとともに,子どもたちが表現や鑑賞の活動を

通して生活や社会に主体的にかかわり,伝統を継承し,文イじや芸lfJを創造しようとする心

が育まれる造形教育の充実に努めることが大切です。

このような中,本研究大会が「夢・つくる 。人～未来はぐくむ造形教育～」を大会テー

マ・研究主題に掲げ,幼稚園,小・中学校での公開授業や研究協議を通して,子どもたち

の夢や闇いを大切にし,北海道の四季のよさや歴史などとのかかわりを大切にした造形教

育の在り方について研究を深められますことは,誠に意義深く,多くの成果が得られるも

のと Ll強 く感じているところであります。

御参会の皆様には,本大会で示された先進的な取組を全道の各地域で広め,各学校での

日常の授業実践に活用されますことを御期待申し上げます。

結びに,本大会の開催に御尽力いただいた関係者の皆様方に心から敬意を表しますとと

もに,貴教育連盟のますますの御発展をiF念申し上げ,お祝いの言葉といたします。

第65回全道造形教育研究大会
函館・渡島大会を祝して
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「未来はぐくむ造形教育」の示唆に富む
研究大会となることを願つて

渡島美術教育研究会会長

船橋 恭二

渡島美術教育研究会では,「感性と知性の出会い 心うるおす造形教育を求めて」をテー

マに日常実践に取り組んできました。図工・美術の目標は,「豊かな情操を養うJです。そ

のために,表現及び鑑賞の活動をする。ここで最も大切なことは,その過程において「感

性Jを働かせながらの造形活動であること,造形活動の喜びを味わうことが不可欠です。「美

しい」「楽しい」「すばらしいJの感情は,教えられて身に付くものでないことは,ご承知

の通りです。「感性Jは,個人個人の中に育っていくものです。そして,プラスの感情が伴

うと豊かになっていきます。「感性」を働かせるために必要なものは「知Jです。題材との

出合い.造形活動の過程で,その子なりの気付き (理解)が生れると「感動Jへつながり

ます。昨年度の授業研究会では,「実の空間と虚の空間Jに着目させた授業を公開していた

だきました。他 材名「手で感情を表現しよう 1」 (粘土で立体表現を楽しもう 中学校 1

年生)「虚の空間Jは,日常意識のない空間であつて,生徒にとっても初めての意識 (知 )

です。導入では,実物の石膏像 (実の空間)と石膏像の雌型 (虚の空間)を実際に提示し

雌型に光を当てて浮かび上がる顔を見て,歓声を上げる生徒もいました。「虚の空間Jを「感

情Jを表すものとして,試行錯誤を繰り返しながら作品づくりに取り組む姿が印象的でし

た。

さて,本大会のテーマは「夢 。つくる・人 ～未来はぐくむ造形教育～Jです。感性を

働かせる「矢口」を工夫し,「子どもの気持ちJ「学びの気持ち」「つながる気持ちJを大切に

授業づくりに取り組んでいます。本テーマを具現化するためのキーワードは「連続性Jだ

と考えています。子どもたちが自らの「思い」「造形活動での気付きJ「新たな表現」を連

続して追求する姿か 全道各地からご参集下さつた皆様の心に残る大会となることを願つ

ております。
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函館 。渡島大会副委員長
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認 θ

◇講 自雨
村 上 尚 徳 氏

◇演 題

『感|

悟妄IB堪%教育』
造形,図画工作,美術教育では,感性や倉」造性をはぐくむことが重視されてい

ます。 しかし 単に描いたりつくつたり,鑑賞したりするだけで感性や創造性が

豊かに育つでしょうか。感性や創造性をはぐくむためには,発達の段階に応 じて

体全体の感覚を働かせたり,視点をもつて対象を捉え感 じ取ったり考えたりする

ことが必要です。そのためには,造形体験をする中で言語によって気付いたり,

互いの考えを交流したりすることも重要です。感性,創造性,言語活動,〔共通事

項〕をキーワー ドに,子どもたちの未来をはぐくむ造形教育について考えてみま

しょう。

村 上 尚 徳  (むらかみ ひさのり)

プ
[:フ

ィ ー

ー

ル

昭不□37年 5月 生

岡山市公立中学校美術科教諭,岡山県教育庁指暮課指暮主事,文部科学省初等中

等教育局教育課程課教科調査宮 (中学校美術,高等学校美術・工芸担当)を経て,

平成 23年度より環太平洋大学次世代教育学部教授。平成 10年小学校学習指導

要領図画工作作成協力者,平成 20年中学校学習指導要領美術及び高等学校学習

指導要領芸術 (美術,工芸)文科省作成担当者
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・渡島大会に寄せて
北海道造形教育連盟

研究部長 湯浅大吾

第 65回全道造形教育研究大会函館 渡島

大会の開催おめでとうございます .

私にとって函館の地で開催される全道造形

教育研究大会には,特 8Jな思いがあ ります。

一つ目は全く個人的なことではありますが

教員になって初めて参加した全道造形教育研

究大会が,第 42回全道造形教育研究大会函

館大会でした。会場校がたくさんの先生方で

あふれ返つている光景に,未だ北海道造形教

育連盟の一員ではなかつた私は,「 こういう世

界もあるんだ。Jと大変驚いたことを覚えてい

ます。今の私があるのも その経験が一つの

原体験となっています。

二つ目は,第 60回全道造形教育研究大会

函館・渡島大会です。この大会には,当時の

文部科学省教科調査官の奥村高明先生と村上

尚徳先生が参力Dさ れました.―県大会に両氏

がlllう ことに,凄いことだと思いました。さ

らに 当時の全国造形教育連盟委員長の永関

不0雄先生と日本美術教育連盟理事長の岩 1奇 由

紀夫先生が参力0さ れました。翌年に全国造形

教育連盟と日本美術教育連盟の共同開催によ

る,全国図画工作・美術教育研究大会北海道

大会 in札幌が開催されたことを者えると,日

本の造形教育の歴史的に見ても大変意義のあ

る大会となりました。

また,こ んなことも思い出です。この第 6

0回全道造形教育研究大会函館・渡島大会に

向けて授業者と提言者が集められた会議に

北海道の研究主題の説明を依頼され参力0し た

時のことです。会議の後,函館市美術教育研

究会の新年会があり それにも参加させてい

ただきました。その会に参加して驚いたのは

OBの先生万の数の多さでした。会の中で OB

の方が ,「他のことは自分たちがやる.大会づ

くりに専念しなさい .」 とエールを送っていた

のが E口 象Ooで した.函館の造形教育は熱い思

いをもったたくさんの人々に支えられ,脈々

と受け継げられているのだと実感しました。

この北海道造形教育連盟研究主題で全道造

形教育研究大会を開催するのも,今回で 7回

目になります。そして,次年度の札幌大会は

新しい研究主題の下開催される予定です。つ

まり 第 65回全道造形教育研究大会函館

渡島大会は,現研究主題で開催される最後の

大会となります。今大会の成果と課題が 現

研究主題の総括となり また,新 しい研究主

題設定のi誌緒ともなってきます。ぜひ.分科

会研究協議の中では,授業や提言に対する良

し悪しというレベルではなく,子どもの姿が

語つてください。授業者のこの手立てが子ど

もの資質能力を発揮させていたとか,こうい

う手だてをとるとこういう資質能力が育つの

ではないかなど 授業改善の視点で協議が進

むことを期待しています.これは,3大会の

研究内容に設定されている

造形教育を見つめなおす5つの視座

の 1つ 目の中にある

北海道はひとつの地域 チームとして ,

造形教育をとらえよう

にもつながります .

3大会の会場にいる皆さんが,「 Jじ8道の造

形教育力をあげるのだ J「 北海道の先生方の授

業力をあげるのだJという視点をもって参加

されるとき,第 65回全道造形教育研究大会

函館・渡島大会は,本当の意味で成功を収め

ることができるのだと思います。

“わたし"を倉Jる
～自立と共生の造形教育をめざして～
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・
究

造形活動を通して自分で意味を創り出したり美意識を広げたりすることが

自分を豊かにし,新 しい自分に気付くことにつながる=自己の更新

叫 自己倉」造感

きびの中で感性を働かせながら生み出したものが自分にとつての意味で

あり,自分で意味を意」り出す学びであると者えます。その自己実現に向か

う意志を “わたし
｀

ととらえ, ・わたし'が生き生きと輝く学びを「自立」

した学びと位置付けます。

一人一人の感じ方や表し方の背景を知ることが,よ り子ども理解を確か

なものにすることにつながります。造形活動を通して子どもは
｀
わたし"

を創り 造形活動を通して教師は子ども理解を深める。その関係が,造
形教育におする望ましい授業像と考えます。

“わたし'は,「 自立」した単びの空間と時Folを共有する仲間からの価値

付けによる あたたかい学びの中で倉」られていくと者えます.このあたた

がい攣びを,一人一人の「自立」したきびが響き6う 「共生」のをびと位

置付 すます。そして、学校のみではなく「地域 社会」が自立をうながし

たり, ・わたし"を価値付けたり また,「 地域 社会」に向かつても創

造性を発揮し自己実現していくことができると考えるのです .

・わたし'と “わたし
｀

のあいだで価値へと広がつていく共生の単びをよ

りよいものにしていくために,教師は子どもたちの「あいだJを 見取る目

を養う必要があると者えます .
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第 65回全道造形教育研究大会 函館・渡島大会 研究概要

同大会実行委員会 研究部長  佐々木 善憲

I は じめに

昨今の世界は,人々をとりまく自然環境や,歴史的,民族的,地域的な社会情勢の変化,ITの進歩と
ともに,めまぐるしく情報が行き交うメディア社会へと変貌し,人々のコミュニケーション手段もSN
Sな どの形態へと移り変わるなど,その余波は確実に日本にも押し寄せている。
そんな中,全国の初等中等教育の現場では,近年のPISA調査や全国学力調査などの結果を受けて,「生

きる力Jの理念を継承し,知識 技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視し
,

それらを習得 活用 探究する授業づくりの充実による確かな学力の育成を目指して,様々な方策が実
施されている。

その結果,一般的には, 日に見える形での成果が求められ,テスト等の得点アップが学力向上の成果
としてとらえられる状況があると言えよう.しかしながら,図画工作 美術教育における確かな学力と
は,数値の向上のみを意味するものではないことは,周知のとおりである。
すなわち,「 目に見える児童生徒の造形的な創造活動を通して,基礎的な能力を高めていくことだけ

ではなく, 日に見えない思いや心の動きなどに目を向けて,人間にとって大切な情操をはぐくんでいく
こと」が,図画工作・美術における重要な確かな学力であるといえよう.

今大会では,未来に生きる子どもたちが,こ のような確かな学力を身につけ,人間性をはぐくんでい

くために, これまでの「感性Jや 「知性Jを有機的に関連づけた研究実践をふまえて,研究主題「夢・
つくる 人～未来はぐくむ造形教育～Jを設定した。

「夢」「つくる」「人」というキーワー ドを主軸として,子 どもたちが自ら創造し,将来に向けて,

自分や′心をつくつていくことを実感できる図画工作 美術を実践していくことで,一人一人の人間性を
磨き,生涯にわたって必要とされる豊かな情操を培つていきたいと考えた。子どもたちの生涯への架け
橋となるような研究実践に取り組むとともに,全道各地からの素晴らしい実践を紹介できる研究大会に
したいと考えている。

I 研究主題『夢・つ くる・人～未来は ぐくむ造形教育～」について

1 造形教育を考える 5つの視座

函館・渡島大会をむかえるにあたり,私たちは,造形教育を考える5つの視座を設定した。

(1)「 私たち,北海道のクリエイター」 としての造形教育
・北海道をひとつの地域,チームとしての造形教育を考えよう。
・北海道的な特色ある造形活動 (四 季 地理 歴史など)の実践・交流を行おう。

(2) 夢つくる「北の2つのクリエイター」 としての造形教育

「夢つくる人 (子ども)」 ～  自分の 夢をたずさえ,将来へはばたく人

確かな学力 情操を育む造形教育

「夢つくる人 (教師)」  ～  子どもたちの夢を広げ,将来をはぐくむ人

(3) 「夢・思い」を  「とらえる 。みつめあう。つなぐ 。つむぐ・育む・ 実現する…」 造形教育

(4) 思者と活動の上に成り立つ造形教育
想像する力 構想する力 創造する力 表現する力 鑑賞する力  感性 個性などをはぐくむ。

(5)社会・地域に生きる,未来に生きる子どもたち,子どもたちとともに深め合う造形教育
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大会テーマ・研究主題/構造図

北海道造形教育連盟研究主題 “わたしを倉」る"～自立と共生の造形教育をめざして～

函館・渡島大会研究主題 r夢・つくる 。人 ～ホ来はぐくむ遣形教育～J

社会・地域に生きる子どもたち

未来に生きる子どもたち

情操を豊かにし,生涯にわたって,美的,創造的,愛好的な態度や

価値観を取り入れ,美術文化や美的作品を愛好する暮らし

「夢・思い」
未来へのカ

心の力  創造する力

「
:曹とはそkご

Ⅲ・

:・ 人をはぐくむ

1・ 心をはぐくむ

畢

・確かな学力・情操を

はぐくむ造形教育
。子どもたちとともに

深め合う造形教育

【授業 =育みたい資質・能力】

造形活動   |
表現 鑑賞 |

「夢つくる人 (子 ども)」

将来へはばたく人

「夢つくる人 (教師)」

子どもの1晋来をはぐくむ

「地域・人」
他分野とのつながり

ネットワーク
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Ⅲ 研究内容

1 研究実践の 3つのポイン ト
3つのポイントを設定することにより,具体的な方策を確認し,研究実践に取り組んできた。
今後も,以下の方策を継続して実践しながら,研究主題に迫つていこうと考えている。

素直な造形～ 子どもの気持ち 育む造形～ 学びの気持ち ひろがる造形～つながる気持ち

○子どもの夢の多面的な発想
・ 構想・創造を語ろう

。子どもの気持ち,夢にそつた

造形教育とは,どのようなもの
かを発想 。構想・表現・鑑賞な
どから多面的に考える。

○授業づくりを研修・研鑽 し

よう

。教師の学びと授業づくりを

軸として,教科書題材や教材

開発などの実践上の課題や工

夫,造形指増や授業力の高め

方などについて考える。

○地域や人,他分野とのつなが

りを考えよう

・ 北海道のネットワーク,地域
の人々や社会との出会い.他分
野とのコラボレーションなど,

ひろがり 。つながりの造形を考
える。

2 実践のための方策

(1)素直な造形～子 どもの気持ち
●子どもの学び (思考と活動)は,子どもの「夢をつくる」r自 分をつくる」「心をつくる」

◆方 策  子どもの気持ちをイメージして,具体的なアプローチを工夫することで,子 ども一人
一人が学びを高め,素直な造形を導き出していく。

教 師 の アプローチ 一    子 ど も の 学 び
①「夢 思いJひろげる創造性豊かな題材設定
②感性や知性を刺激する多様な材料準備
③発想法や構想の立て方の工夫
④子どもの思いと表現の一体化を目指した情意
面 と表現面への理解やアドバイス

⑤造形や言語活動の共有による他者との交流
⑥鑑賞方法や視点の工夫

など

創造の喜びと関心 意欲,想像力の高まり
豊かな発想と創造性あふれる造形活動

制作意図の明確化と表現の工夫

安心感,充実感,達成感の獲得,技能の習

得や活用,倉1造的表現
自己理lliと 他者理解による造形の共有
鑑賞への関心 意欲,鑑賞力の高まり

(2)育む造形～学びの気持ち
●教師の学びは,子どもの「夢をはぐくむ」「人 (人間性)をはぐくむ」局さをはぐくむJ

炒

◆方 策  具体的な研修 研鑽による教師の学びは, よリー層子どもの思考と活動を導き,l●

業力を高めていく。基礎基本プラスアルファの実践の積み重ねを大切にしていく。

①サークル内外での研修 研鑽 ―‐ 指導力,技能の向上のための実技講習,研究会等への参加.

②教科書・指導書の熱読と理解,分析による学習会や模範作品の制作 ―→卜初心の大切さ,

基礎基本の学び
③教f4書題材をもとにした題材づくリ ー‐  プラスアルファの視点と工夫
14授業づくりの発想と構想の工夫 ―‐ 情操をはぐくむための意図的な感性 知性の出会いを

(第 60回函館大会 「′さうるおす造形活動Jの 3つのステップの活用)

⑤指導案と授業準備等の見直し ―‐  時 場 機会の見直し

(第 60同函館大会の学習構築ポイントの活用)

⑥教材開発と実践交流 ―‐  「こんな実践してみましたJ,共同実践や若い教師へのエール

子ど1)の思考と活動にそったワークシー ト作り   など
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(3)ひろがる造形～つながる気持ち
●「夢や思い」から,ひろがる造形は,自分と他とつなぎ,創造性を生み,「未来への力」「心の力」
「創造する力」となる

0方 策  造形を通じて,子ども同士の創造性を高めるような題材等の実践を試みることで,感
性 知性を刺激し,資質・能力を高めていく。

①北海道のネットワークを活用した出会い・つながリ ー'ア ー トプロジェクトの企画と推進

②地域人材や社会との出会い 一―   他分野,他校種とのコラボレーションの活用
地元企業との造形的な連携による授業構築

③美術館との連携  ―‐ 特別展と関連した授業等の実践,進行中
④他教科,学校行事等への応用                          など

3 これまでの成果 と今後の展望に向けて

5つの視座と3つの研究実践ポイントにより,「 2つのクリエーターJである「子どもJや 「教師J

のそれぞれの立場や役割, 日標などを明確にし,造形教育を考える具体的な実践 学習に結びつけるこ
ができた。

大会テーマである「夢」という無限に広がる可能性や理想を,「つくるJと いう造形教育の立場から
考えていくことで,実現可能な現実や,資質・能力の育成や情操をはぐくむための授業のあり方を考え
ることができた。今後も継続して,造形教育を支える重要なキーワードとしてとらえていきたい。
また,函館,渡島という2つの地域間や全道における「人」の交流,実践交流による連携は,造形の

「つながり」「ひろがり」をもたらし,その効果は大きい。今後益々の教師間のつながりや,学びの機
会が増えていくことがのぞまれる。

さらに,こ れまで全道各地で開催されてきた大会は,各地域の造形教育の今を知るとともに,研鑽で
きるよい機会である。北海道という広―iB囲な地域では,多様な活動を目の当たりにできる反面,各地域
での人材的 物理的な側面,そ の他様々な側面での縮小化等の課題が浮き彫りとなつている。
今後の全道大会のあり方を考えると,各地域から発信される大会の意義にも増して,年々苦労の度合

いが増えてくることは否めない。だからこそ、北海道造形教育連盟で始めた地域支援プロジェクトを含
め,地域から全道に発信し,全道に広げていく展開も視野に入れた支援体制も大切であろう。
地域における造形教育の活性化を目指して,地域Fn3で 協力して取り組む授業やプロジェク トを模索し

ていくことは,今後の全道大会でも,北海道を特色づける造形教育の 1つ として新たな意義を持つこと
になるのではないだろうか。
忌憚のないご意見を,全道各地の皆さんと交流し合える大会にしていきたいと考えている。
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分 〃 r″ 〃

A :素直な造形～子どもの気持ち

分科会

B:育む造形～学びの気持ち

分科会

C:ひろがる造形～つながる気持ち

分科会

子 ど も の 夢 の 多 面 白Jな
発 想 ・ 構 想 ・ 倉J造 を 語 ろ う

授 業 づ く り を

研 修 ・ 研 鑽 し よ う

地 域 や 人 ,他 分 野 と の
つ な が り を 考 え よ う

公 開 事受業
分 科 会 名 題 材 名 (学年 ) 授 業 者

A-1 「力
認 肥壌毎げ

でJ(l」

1ヽ)
石岡 寿子/8。

N橋 恭二
七飯町立七重小学校

A-2 「つながる青函, 伝えよう
認

木村 麻岐
函館市立桐花中学校

B-1 聴 像の塔J  (小 3) 赤坂 蔵男
函館市立青lll小 学校

C-1
■,、 4あブ← 畿

ア
ト

・

一

ス
ア

一
る

ア
が

０
な

べ
つ

か
が

し
人

ｒ

”
藤本 大介

鹿部町立鹿部中学校

A-3 「花火が  ドドン lJ
(年長 )

清水 里奈/白幡 ス姫
函館短期大学付属幼稚園

C-2
■ろ ム滋

北海道 夢ツリープロジェク

れク′″/
ト

函館市立lT生 1や校5,6年児童/市内美術部生徒
函館・渡島大会研究部

研 究 協 議
分科会名 提言者・ 提言テーマ 助言者 運営者・司会者 記録者

A-1

「作りたいものを3き出すためにJ

小規模校での陶芸粘土を

使つた作品づくり (全学年)

前小屋 学

函館市立本通小学校

夢をかたちにできる

「美術Jの魅力 (中2)
中村 悠子

新r_津村立新標津中学校

大稿  功

岡山大学教授

後藤 征秀

函館市立

亀日中学校

宮サ 興子

産B8町立

鹿部小学校

A-2
「b00k力 ′ヽ―のデザインJ

(中 3)
濱地 文恵

函館市立港中学校

「塁絵の国ヘ

～想像力を働かせて～J(小 6)

栗林 友恵

旭川市立神居東小学校

西岡 裕英

北海道立教育研究所

企画 研修部指導i事

九千房 政光

北ヽ市立

浜分中学校

長1睾 詠子

函館市立

西中学校

B-1
「 ビ ックネ ーム カ ー ドJ

(」 5ヽ)
松日 恭子

函館市立中の沢小学校

「色の列車をつくろうJ

美術専科■lできること (中 1)

齊藤 悦子

北ヽ市立上磯中学校

橋本 忠・l

北海道教育大学

函館校教I_

岩館 こすえ

函館市立

赤川中学校

な3買 幸来

函館市立

深堀小学校

C-1
「母校の歴史に名を刻めJの

その後 (中 3)
櫻丼  純

函館市立的場中学校

「表現にこめた思いJ(小 6)
中川  治

本L幌市立本lll小学校

花1高 人輔

北海道教育大学

札幌校講師

高島  純

七飯町立

大沼中学校

鈴南谷分校

森  泰司
函館市立

光成中学校

A-3
「つくる かかわる

ひろがる 楽しさ」

藤谷 貴ヽ

北海道教育大学

ll月函館幼rE園

堤  勝幸

函館市教育委員会

教育情導課

指導主事

山下 清江

醜 市立はこだて幼稚園

渋谷 恵

函館市立戸丼勁稚園

渡辺  香

元町●百含幼稚園

C-2
地域の前 館とつながりひろがる

～発想を得て表現し,発表しよう～

(中 3)
更科 結希

北海道教育大学附剛 路中学校

「チーム北海道」を形に

～人と人のつなかりづくり～

舘内  徹

札幌市立あやめ野中学校

佐底 昌彦

北海道教育大学

札幌校教授

冨尾 拓

北海道教育大学

附属函館中学校

仮  直人

北ヽ市立

浜分小学校
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大 会 会 場 留

『れ、　ヽ
ヽ
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大会会場周辺A/1AP

函 館 市 立 弥 生 小 学 校 |

〒040-0056    函館市弥生町4番 16号
I TEL 0138-23■ 5285  FAX 0138-23-5286

‐
五 島 軒 本 店       ‐| ■

〒040-0053 ‐  函館市末広町4番 5号
TEL 01 38-23・5285    ‐        ‐

※ 弥生小学校地階 (受付奥)をはじめ校内随所に,石川啄木由来の品や,道南ゆかりの作家等の作
品が展示されていますので,ご覧ください。

※ 五島軒本店 (地域交流・ 閉会式場)までは,弥生小学校より,徒歩 10分程度の距離となってお
ります。その間には、付近に元町公園 。旧函館区公会堂・ 旧イギリス領事館・ ハリス トス正教会・
カ トリック元町教会・聖ヨハネ教会。東本願寺等,観光名所となっている場所が点在しております。

※ 緑の島駐車場をご利用の方は,駐車場の借用時間は 18時までとなっております。18時まで
には,車をご移動くださいますようにお願いします。
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分科会 授 業 者 学 年 題 材 名

A-1
石岡寿子/船橋恭二

(七飯町立七重小学校)

小学校

1年

カラフルねんどで

(立体に表す)

A-2 木村 麻岐

(函館市立桐花中学校)

中学校

2年
つながる青函,伝えよう魅力

B-1 赤坂 晟男

(函館市立青柳小学校)

小学校

3年
想像の塔

C-1 藤本 大介

(鹿部町立鹿部中学校)

中学校

3年

しかべ・アース・アート
～人がつながるアートの空間

A-3 清水里奈/白幡久姫

(函館短期大学付属幼稚園)

幼稚園

年長
花火が ドドン !

C-2 北海道 夢ツリープロジェクト 公開

函館市立弥生小学校5・ 6年児童・市内美術部生徒/函館・渡島大会研究部

A
素直な造形 ～ こどもの気持ち 分科会

O子どもの夢の多面的な発想・構想・創造を語ろう

B
育む造形 ～ 学びの気持ち 分科会

O授業づくりを研修・研鑽しよう

C
ひろがる造形 ～ つながる気持ち 分科会

O地域や人,他分野とのつながりを考えよう
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【小学校授業 分科会 :A-1 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

「カラフルねんどで」
七飯町立七重小学校 1年 3組 30名 /指 導者 子

　
二

寿

恭

岡

橋

石
　
船

苦
ワ つくる 人

◎ ○

1 題材について

1年生の子どもにとっての夢,それは直感として抱き,想像の世界の中でその子なりのス トーリ
ーを展開させることだと思います。

紙粘土は,可塑性に富んだ心地よい感触が特徴で,子 どもたちにとって魅力的な素Tlです。そこ
で,色付き (3原色)の紙粘上を取り上げることで,色の組み合わせや混色の面白さから表現への
思いを生み出し,素直な思いをひろげながら表現活動に取 り組んでいくと考えました。

題材との出会いでは,絵本の読み聞かせをします。物語の世界をイメージさせることで,個々の
子どもの抱くイメージの共有の観点が生まれ,それらの観点で友だちの表現活動と係わることでお
互いの発想や表現のよさに気付き,鑑賞の楽しさを味わえると考えました。

表現活動の場面では,粘土に指や手のひら全体で触れさせて粘上の感触を味わわせ,手の巧網 ■
を高めていきます。また,子 どもの発想や構想のよさを「見いだすJ「伝えるJ「つなげる」に努
め,創造的な造形活動の楽しさを広げていきたいと考えています。

2 児童の実態

本学級のこどもたちは,明 るく朗らかで個性豊かな雰囲気を持つている。反面,ま だ幼児期の自
己中心性が残 り,集団での活動や学習への参カロが難 しい児童が数名みられる。図画工作の学習では,

ものづくりを好む児童が多く,夢中になつて活動にのめり込む姿が多く見られる。
4月 に行つた 「好きなもの なあにJと いう題材では,自 分の好きなものを思い思いに絵に描きまし

た。導入時に,好きなものがなかなか決まらなかったり, どのように描けばいいのか迷つてしまった
りして, 自発的に絵が描けなかった児童が数名みられました。そのため, 1学期の間には,子 どもた
ちに,失敗や間違いを恐れずに 「自分で決める。J「 自分で行 う。Jこ との大切さを働きかけながら
自発的な言動が見られた時には,認め励ましてきました。

粘上の学習では,子 どもたちは,油粘上に親 しんできました。指先や手の平を使つて,粘土を伸ば
したり,丸めたりしながら,思い思いの作品をつくりました。国語や算数の学習への集中力が続かな
いことが気がかりであつた児童が日を輝かせて真剣な表情で粘土に熱中する姿が印象的でした。私が
「粘上を頑張つていたね。Jと 声をかけると,「だって,つ くりたい,つ くりたいつて思つたんだも
ん。Jと 笑顔で話す姿が強く印象に残つています。

3 題材の目標

○紙Xi上の感触や色の組み合わせ,混色のよさを楽 しみながら,思いのままにつくる楽しさを味わ
う。

〇育みたい資質や能力

(関)手や体全体を使つて粘上にかかわり,形をつくることを楽しもうとする姿勢
(想)粘上の感触や,手の動きを生かして,様々な色や形を考えようとする力

(技)粘上のあつかいを工夫しながら,いろいろな色や形をつくろうとする力
(鑑)形の面白さを感じ取 りながら, 自他の表現の楽しさを友人と見つようとする力

4 指導計画
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時数

4
学習活動・内容

評 価 規 準

関心・意欲

態度

発想や構想

の能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 〇オリエンテーション

粘上に触れる

遊びの共有化 (粘土体操 )

ちぎる 丸める

つまみ出す など

◎テーマからイメージをひろ

げる。

※レオ レオニ

絵本
「あおくんと きいろちゃん」

・粘上の素材の

おもしろさを味

わおうとする。

テーマにそつ

て自分なりに考

えていこうとす

る。

テーマにそ

っ て 自分 な

りに色 をイ

メ ー ジ しよ

うとする。

2・ 3

本 時

◎粘上で造形遊びをする
「色の仲間を増やそう。J

(相互鑑賞 評価)

■作品づくりについて学習感

想を聞き合う (言 )

・できあがりを写真に撮る。

色の仲間をふ

や していこうと

する。

友だちのつく

つている作品に

興味 関心をも

とうとする。

粘土に触れ

たり、色をつ

くったり,形
をイ メー ジ

した りして

考 え よ うと

する。

・カラフルねん

どで自分のつ

くりたいイメ

ージをあらわ

そうとしてい

る。

4 作品交流会 自分や友だ

ちの作品の

良さを見つ

けようとす

る。

本時案 (2′ 4)

目標 カラフルねんどを使つて, 自分なりの形を楽しくつくることができる。

学 習 活 動

■言語活動

O教師の働きかけ 0共通事項 0評価  ※支援

●前時の確認する

●本時のめあてを確認する

|め
あて

●グループ毎に活動する

●評価

■学習感想を発表し合 う

●後始末を行 う

〇前時の内容を確認させる。

○本時のめあてを確認させる。

○学習の準備を確認させ活動させる。

:つ
くろう。

|

※指や手のひらで粘上の特

性を体感 させるようにする。

●工夫して粘上で表現 して

'｀

る。

●友だち同士で作品のよさ

を話し合つている。

カラフルねんどを つかって かたち

子どもの表現活動のよさをひきだす

言葉がけをする。

○グループで、活動の様子を見合って

活動させる。

○グループ内で自分の作品について発

表させ、表現のよさを共有させる。

○協力して後始末を行わせる
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【中学校授業 分科会 :A-2 素直な造形 ～ 子どもの気持ち

1 題材について

古くは縄文時代から人や物の交流があつたと思われる函館と青森。青函連絡船やフェリーをはじめ,

1988年開通の青函 トンネルを使用して,東北地方を訪れる修学旅行生も多い。来年 3月 には北海道新

幹線が開業を予定し, これまで以上に多くの場面で人や文化,経済の交流が盛んになると思われる。

本題材は,今後共に発展していく函館 (道南)と 青森 (東北地方)を 1つの大きな地域として捉え,

その魅力を伝えようという題材である。本題材では,青函の魅力を効果的に伝えるとともに,夢や想像
の世界も含めて発想させ,「 こんなものがあったらPRで きるJ「 こんな商品で PRし たいJと いう思い

も大切にしていきたい。ボスターやリーフレットのような平面作品や模型のような立体作品など,魅力
の伝え方についても表現方71を 自由に選択させる。

また,つながる地域の魅力を多くの人に伝えるために,分かりやすさや美しさなどを考えさせ,その

伝え方を工夫させたい。函館と青森をつなぐ夢の架け橋となるような発想をひき出すためにも,アイデ

ィアの交流や鑑賞の時間も大切にさせたい。これからの地域を支えていく函館の子ども達が, 自分たち
の住んでいる函館の魅力を知り,青森の地域とのつながりを考えながら制作していくことで,未来への

夢や希望を膨らませて欲しいと考えた。

2 生徒の実態

素直に意欲を持つて制作に取り組む生徒が多く,つ くることに対して前向きである。絵で表すことに

対して普手意識がある生徒もいるが,文字を使つた「楽しく伝えるデザインJでは楽しみながらアイデ

ィアを練り,意欲的に制作に取り組んでいた。立体作品では,加工粘土などの可塑性のある素材を好み ,

楽しみながら市1作を進めていた。また,1人でアイディアを練り,発想を広げることを苦手とする生徒

や自分の思いを伝えることに慣れていない生徒もおり,授業形態の工夫が必要である。生徒が色々な表

現方法で,思いを形に表せるように支援していきたい。

3 題材の目標   「青画の魅力」をテーマとし,表現方法や素材を選択して,デザインを工夫するととも

に,そのよさを味わうことができる。

4 指導計画

○育みたい資質や能力

(関)テーマに基づく地域の魅力を見つけ,主体的に活動に取り組む姿勢

(想)地域の魅力を PRするため,発想 構想する力

(技)表現意図に合わせて,素材や表現方法を工夫 して創造的に表現する力

(鑑)作品を通して自分の考えを持つと共に他者の考えを理解 し, 自他の作|.の よさを味わおうとする力

時数

13
学習活動 内容

評 価 規 準

関心 意欲

態度

発想や社 L● の

能力

創造的な技育ヒ 鑑賞の能力

1 O学習課題の把握

青画の共通点や違いについて調べる.

グループでlH報 の収集 共有。

学習 課題 を把握
し 意a的に情報
収槃に取 り組もう
とする.

2

3

O青画地域の魅力を見つけるととも

に,魅力を伝えるためのコピーを考

え,構想を練る.

◎形や色彩,材料の組み合わせ等も考え,

全体や細部のアイディアスケッチをする

地域の魅力を見つ

け,進 んで発想

構想 しようとして

,｀ る.

魅力を伝 えるた

めに 形や色形な

どの効果を考え

単純イヒや省略 ,強

調 材料の選択の

組み合わせな ど

を工大し 構想を

練つている.

構想 した考 えを
スケ ッチに表す
ことができる.

「つながる青函,伝えよう魅力J

函館市立桐花中学校 2年 1組 31名  / 指導者  木 村 麻 岐

苦
ワ つくる 人

◎ O
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4

5

6

7

8

O表環意図に応じて,材料や道具の選

択をし 見通しを持つて制作する。

主体的に活動に参

力[し ,日 々の制作
を振 り返 りな が

ら 今後に生かそ

うとしている。

ll料や道具を選

び 見通 しを持っ

て娼1造的に表現

している

■中間交流

伝えたい魅力やおlltの 工夫,今後の予定な

どを交流する.

自他 のlF品 か

ら よさや工夫

につ いて考 え

る.

O交流を参考に,完成までの見通しを

持って制作する。

他のF品 のよさやエ

夫を参考に制件しよ

うとしている.

見通 しを持 って

創造的に表現 し

ている.

9 0制作の振り返 り

ログループで交流.伝えたい魅力や作

品の工夫点等を交流 し,その魅力を考

え,よ さを味わう。

件者の意図を感 じ

取 り その良さを

味わお うとしてい

る.

作品のよきを味
わい 地域の魅
力 を見つけた
り, 自分なりの

考えを持つこと

ができる

※■言語活動 ◎共通事項に関連した内容
5 本時案 (6/9)

目標 中間交流を通 し, 自他の作品のよさや工夫について考えるとともに, 自分の表現を見つめ直し

今後の制作に生かそ うとする。

学 習 活 動

■言語活動
○教師の働きかけ ◎共通事項 ●評価  ×支援

● 前時までの確認.

0本時の目標と活動を確認 .

○ 前時までの内容を確認させる.

0本時の目標と活動を確認させる.

これまでを振 り返 り,伝 えたい魅

力を再確認させる.

型

※作品をもとにして具体的に話 して

いくよう意識させる。

●主体的に発表や付箋紙の.E入 に取

り組んでいる.

※グループ活動がスムーズに進むよ

うに支援する。

×魅力が伝わっているか意識 させ

る。

●交流や鑑賞から今後の市1作に活か

せる工夫 ,点 を見つけ 計画を見直

すことが出来る。

※新たに必要なものがある場合には準

備させるとともに,表見方法で困って

いる生徒へのアドバイスをする。

※今後に活かす部分を見つけ,主体

的に活動できたか振 り返らせる.

自他の作品のよさや工夫について考え、今後の表現の参考にしながら制作しよ

見直した計画に合わせて制 ll.

0学習の記録をワークシー トにまと

める.

ログループで 1人ずつ順番に発表 し,

作品を鑑賞する。

発表が終わつたら,付箋紙に作品の良

い点やさらに工夫できる点を記入す

る。

■付箋を読み上げながら,本人に渡す

自分の作品について書かれた付箋

は,ワークシー トに貼る。

●交流や鑑賞から今後の計画を見直

し, ワークシー トに記入.

■交流を通 しての参考点や今 t― の計

画について発表.

0他班の作品も見る。

◎色や形,イ メージなどで伝えたい

魅力や制作の工夫 今後の見通し

などの話をさせる.

0テーマや工夫点を意識 しながら

鑑賞するように促す。

O交流から,さ らに工夫できる点が

ないか見直すように促す。

O具体的な表夏方法や計画の変更

点などについて発表できるように

促す。

O他班の作品についてもテーマや

工夫点を意識するよう促す.

0新たに必要なものがないか確認

させる.

0今 日の活動を振 りかえさせ,今後

の予定を確認する.
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【小学校授業 分科会 :B-1 育む造形 ～ 学びの気持ち 】

1 題材について

この題材では,建ててみたい想像した塔を,ペ ットボ トルなどの空き容器を上台に紙粘tと 様々な

材料を使つて制作させる。 (日 文 図画工作 3 4上  ハッピー小もの入れ～ P36 37,ねん土マ

イタウン～P46 47参照)

自分の思いに基づくイメージを,材料を工夫して取り扱い制作させることで,児童の発想・構想の

力を育み,感性豊かな夢あふれる塔を表現させたいと考えている。また,鑑賞では,「想像の塔」と

小さい「わたし」 (日 文 図画工作 3・ 4上 ここがお気に入 り～P38 39参照)をlHみ合わせるこ

とで,新たな目線で自分と友だちの作品の良さに気付かせたいと考えている。

2 児童の実態

図画工作に関しては,全体的に興味関心が高く,他教科で集中できていない児童で1),意欲的に造

形活動に取 り糸Rむ ことが多い。

油粘上で立体作 1早 |を制作したときは,大胆な表現で広がりが見られたが,写生会で描いた風景画な

どの平面作品では,表現がコンパク トになりがちである。また,観察が不十分であつたりていねいさ

が足りなかつたりして,表現が雑になつてしまう傾向も見られる。

3 題材の目標 自分が建ててみたい 「想像の塔Jのイメージを広げながら,紙粘土や空き容器など

を組み合わせて,形や色,飾 り方を工夫して,立体に表現させる。

「想 像 の 塔」
函館市立青柳小学校 3年 1組 36名 / 指導者 赤 坂 巖 男

4 指導計画

〇育みたい資質や能力

(関 )「想像の塔Jをイメージしたり立体に表したりすることを楽しもうとする姿勢

(想 )「想像の塔」のイメージを,粘土などでどのように立体にするか構想する力

(技 )「想像の塔Jのイメージに合わせ,粘土などで工夫して立体に表す力

(鑑)自 分と友だちの作品の良さを見つけ,感 じ取る力

I教

6
学習活動・内容

.F価 基 準

厠心・意欲 態度 鼈想や構想の能ナ 想像的な技能 鑑賞の能力

1 0学習課題について知る。

◎テーマについてイメー

ジして,形を発想する。

イメージスケッチをか

く。

イメージスケ

ッチ を 自分

なりにかこう

とする。

テーマにそつ

て自分のイメ

ージを形にし

ている。

2

3

4

和寺

5

◎自分のイメージを立体

に表すための材料を選

択する。

設計図をかく。

〇材料 を工夫 しなが ら
「想像の塔」をつくる。

設計図をイメ

ー ジ に合 わ

せ て か こ う

としている。

自分なりの「想

像の塔Jを考

えて絵や言葉

で表 して い

る。

材料の特徴を

生 か しな が

ら,工大 して

表している。
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6 ■友だちと作品を見せ合

いながら話 し合う。

自分と友だちの作品の

良い ところを見つ け

る。

・作者の思いを想像 した

り,思いを語つてもらっ

たりする。

自分や友だち

の作 品 に興

味・関心を持

つて 味 わお

うと して い

る。

自分や友だち

の作品の良さ

を見つけてい

る。

※ 口言語活動,◎共通事項に関連した内容

5 本時案  (4/6)
・目標   (1)「想像の塔Jのイメージを広げながら,形や色,模様や飾 りなどを工夫してつくる。

(2)自 分と友だちの表し方の違いや良さを感じ取つて,伝え合うことができる。

学 習 活 動

口言語活動
〇教師の働きかけ ◎共通事項 ●評価  ※支援

○学習の見通しを持ち,活動への意欲を

高める。

O本時のめあてを確認させる。

●本時の学習内容を確認 し
,

学習の見通しを持つ。

●本時のめあてを確認する。

「想像の塔」をつくろう :

くふうして表す。

形,色 ,も よう,か ざり

友だちと伝え合う。

よいところ,ア ドバイス

●工夫して制作する。

■随時途中作品を見合い,説
IJlや気付き,ア ドバイスを

伝え合 う。

●意見交流から思い付いたイ

メージやアイデアを基に,

表現を広げる。

●本時の学習を振 り返る。

○自分で考えた 「男像つ塔Jのイメニジ

確認しながら活動できるよう助言す

◎形,色,も よう,かざりなど表現の工

夫について問いかけ,児童自らがその

よさに気付くよう助言する。

◎友だちと互いの作品を見全ぃながら,

表現の工夫や思いを交流し,イ メージ

やアイデアを広げられように促す。おん3%′ トレ以

○学習を振り返らせ ,

をつなげる。

次時の活動へ意欲

◆自分の思いを大切にしな

がら制作している。

※設計図は手元に置いて,確

認できるようにさせる。

0作品の良さを話し合って

いる。

◆意見交流を参考にして,自

分の思いを大切にしなが

ら制作している。

※制作しながらの意見交流

をしやすくするため,グ
ループは 3～ 4名 の構成

とする.
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授業 分科会 :C-1 ひろがる造形 ～ つながる

1 題材について

彫刻家のイサム ノグチ氏は,古墳や古代遺 ll・
l:, 日本庭園などから着想を得て,「地球Jを彫刻の素

材とした表現活動 (通称 「アース・ァー トJ)を追求していた。このアース アー トの定義は,都市空
間の一角が,「美的な観点から総合的にプロデュースされた空間Jを創る表現活動とされている。

イサム・ ノグチ氏は,美術 (彫亥1)作品を,広 く市民の触れあう場所,すなわち一般に知られる「公
園Jを アース アー トの題材として取 り扱った。市民や子供たちが集い,遊び場になることで設定され
た空間が芸術作品として完成することを目指した。その完成形の一つが札幌市のモエレ沼公園である。

本題材は,イ サム ノグチ氏の表現活動 (特 にモエレ沼公園)か ら着想を得て授業を構成した。題材
名を「しかベ アース アー トJと 銘打ち,ノ グチ氏が提唱するアース・アー トの意味や目的を踏まえ
た上で,生徒が,自 分達の住む町鹿部町を舞台に,人々が集い楽 しめる空間を考案し,作品1(縮尺模型)

として制作することを活動の中心とした。そして市1作におけるテーマや工夫した点などを全体に提案 (プ

レゼンテーション)す ることを,本時案 として設定した。

今回の研究実践テーマの一つ「ひろがる造形～つながる気持ちJに関連 し,町内の小学校,そ して本
校の中学校から公園の具体的なアイデアをアンケー ト形式で公募 し,それを受けて公園の具体的なテー
マ,スペース,遊具などの構想を話し合いながら深めてきた。また,鹿部町役場の地域観光科の担当者
と連携 し,本題材を 「鹿部町町おこし運動Jと 関連させ,町を活性化させるための中学生からの提案と
いう形で進めてきた。そのため,本時には,地域行政の方面からの助言を取 り入れる場面を設定した。

このように,地域や,人 との「つなが りJ,そ してそこから自分たちの発想を 「ひろげるJこ とを重
点に,今回の授業構成を行った。

2 生徒の実態

小学校から 1学級の構成で進級 進学を続け,互いの事を尊重 し理解 し合つている学級の雰囲気が感
じられる。鹿部町に愛着があり,町内に新 しい「集いの空間Jを作ることに関しては,興味関心が高い。
美術における制作意欲も総 じて高く,イ メージを摺 り合わせる話し合い活動の段階から,熱心に取り組
んで来た。本時案に関わつての既習事項については,考 えの根拠を基に自分の考えを伝える「発表Jの
部分で,他教科 (国語科など)で も重点をおいて取り組んできている。

3 題材の目標

自分たちが住む町において,人々が集い楽 しめるような公園のデザインを,地域や人とのつながりの

中で考え,様々な材料で作品を工夫して作ることができる。

4 指導計画

○育みたい資質や能力

(関 )「 アースアー トJの意味や目的を理解 し,意欲的に公園デザインの構想に取り組む姿勢
(想)みんながより良く集い,楽 しめる空間としての公園デザインを発想する力

(技)考案 したアイデアを,様々なll料や技法を用いて表現する力

(鑑)作品のテーマや制作内容を分かりやすく伝える力や他のグループの発表を聞き取る力

総時数
(7)

学習活動 内容 評 価 規 準

関心.意
ll.態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

1 〇鑑賞

彫亥1家イサム ノグチ氏の作

品を観て,感 じる。
「ァース ァー トJの意味を知る.

口「モエレ711公 園Jの鑑賞を通して,

ノグチ氏の制作意図と思いを感 じ

て,考えや感想を話し合う。

イサム ノ′

チ氏の

「

品や

考 え方に興味

を もち,良 さ

を味わお うと

する。

イサ ム  ノグ

チ氏 の作 品 を

観 て 模 写の

形 で 自分 な り

に表 ヨす る こ

とができる。

作品を観て感

じたItヽ を 自

分の言葉で話す

ことができる.

「 しかべ・ アース アート」～人がつながるアートの空間
鹿部町立鹿部中学校 3年A組 26名 / 指導者 藤 本 大 介
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2 ◎構想
■鹿部町に,みんなが共い楽 しめるよ う

な 公園デザインを考える.

■公園デザインの 6つ のテーマを,各グ

ル ープに分け,各 グループで具体的な

遊具 やスペースを考える.

鷹部町の特色

やア ピールポ

イ ン トや地域

色を生か した

公園を考 えよ

うとする

鹿 部 町の特性

を踏 まえた上

で 独創 的 な

遊具等 をデザ

イ ンす る こ と

ができる

3～5 ◎制作表現
各グループで 公国のをエ リアの精′ヽ

作品を制

`す
る。

色々な材料を■夫 して制作する.

グル ープ 内で

協力 しなが ら

市」lr活動 にあ

たろうとする。

座部町の特性

を生か したデ

ザイ ンを構想

す ることがで

きる

材 料や技 法 を

■人 して構 想

を具体 的 に表

■つ るこ とが

できる。

6 Ω∠レゼンテーション (準備 ) 説 明 ll容 を

分 か りや す く

整 理 しよ うと

する.

■各 グループごとに 作品の紹介 と説 IIB

の準術を考える。

7

本
一時
一

○全体プレゼンテーション

ログループごとに,l■ 品の紹介 と説明を

役害1分担に応 して行 う.

各グループの作品を合体 し完成させる

■全体説明 (ヽ表)と 講.T(■場世当)

グループF品
の特徴 を 分

か りやす く整

理 し,伝 えよ

うとする.

'い
の件品の

良さやT夫 し

たところを認

め ltわ お う

とする

※■言語活動.◎共通事項に関連した内容

本時案 (7/7)
目標 (1)制作についてのテーマや,内容などを分かりやすく発表することができる。

(2)他グループの発表に関心をもち,よ さや美 しきを感 じ取ろ うとす ることができる。

O教師の働きかけ ◎共通事項 ◆評価  ※支援

0本時の 日標及び活動内容を

確認する。

ログループ年に,プ レゼ ンテ

ーションを行 う。 (全 6班 )

■カメラ,PCを 用いて視覚的

に分か りやす く説明内容を

提示する。

■全てのグループの発表後 ,

6つ のエ リアを合体 させ ,

一つの共同作品 として完成

させる.

■代表か ら総括 ,ま とめを話

す .

■鹿部町役場の担当者からの

講評 を聴 き,発表の反省や

感想 を各 自振 り返 リシー ト

にまとめる。

OttIキ の目標及びプレゼンテーションの発表内容を確

認した上で 学習の意欲うけを行う。

0発表内容を整理 し、分か り

やすく説明を行 う事ができ

る。

※カメラや PCの基本的な使用

方法を事前に学習 しておく。

×発表形式や流れを事前学習

で確認 しておく.

0発表に関心をもち, よさや

美 しきを感 じ取っている.

※各エ リアが合体す る状況を

見やすくするlllを 用意する.

0市1作 ワー クシー トと,振 り

返 リシー トを基本に,活動

と発表の.I価をする.

O事前
`子

翠で,発表内容を以下の項日に設定する.

ll担 当エ リアのテーマ

②

“

害1分世

0エ リアの特徴 アピールポイント

●遊具やスペースの紹介

0質疑応答

◎をグループの発表がスムーズに流れるように 適i
声がけや支援をする.(教ll ■場●当)

O`グループの良い点を認め 評価する。

◎制■や発表における成果と課題にコして,上徒たち

自分の声や発想を大切にし,広げる間わりをする.

O● グループの表■の良さを認め合う雰国気らくりが

できるように配慮する.
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【幼稚園授業 分科会 :A-3 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

「花火が  ドドン !J
函館短期大学付属幼稚園 ふじ・うめ組 0‐同 32名 /指 導者 本

小　植輝

里

久

水

幡

清

白

お
ワ つくる 人

◎ ○ ○

1 題材について

この題材では,色紙等を使つて, 自分なりの夢のある打ち上げ花火を製作させる。自分の考えや

アイデアを生かすことで,楽 しさがあふれ出る夢の花火を表現させたい。教材を工夫してあつかう

ことで,発想を活かし,感性豊かな打ち上げ花火の形を表現させるようにしていきたい。特に, 自

分の思いにもとづくイメージと形を意識させて製作させることで,国児の発想 構想の力を育みた

いと考えている。

2 園児の実態
。年長 2ク ラス,男 児 10名 ,女児 22名 ,計 32名 のクラス構成である。

進級当初からふじ組  うめ組交流しながら,い ろいろな活動を合同で行 うことが多く,仲 良く―

緒に遊ぶ姿が見られる。活動に対しては意欲的で心を一つにしながら,年長としての力を発揮 して

ヽ`る。

3 題材の目標  楽しい夢の打ち上げ花火をイメージし,色紙等の特性に触れながら,工夫 して自分

なりに表現させる。

4 指導計画

○育みたい資質や能力

(関)色紙等の素材を味わい,テーマにそって表現 し工夫 して作ろうとする姿勢

(想)テーマにそつて,形や飾 りをイメージして発想する力

(技)形や飾 りを作るために道具を選択 し,工夫して表す力

(鑑)友だちの作品の良さを見つける力,ま たそれらについて話す力

時数

3

活動・ 内容

評 価 規 準

関′き 意欲

態度

発想や構想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 ○色紙等に触れる。

遊びの共有化

切る 貼る 丸めるなど

◎テーマについてイメージし

て,形や飾 りを発想する。

色紙等の

素材 のお も

しろさを味

わお うとす

る。

テーマに

そつて 自分

な りに考 え

てい こ うと

つ
~る

。

テーマにそ

つて打ち上げ

花火 をイメー

ジ して 考 え

る。

テーマに合

つた素材 を選

択する。

2

本 時

◎色紙等で造形遊びをする

使 う材料を選択し,花火の

製作をする。

夢の打ち

にげ花火を

工大 して作

ろうとする.

色紙等に触

れたり,道具

を使ったりし

て形や飾 りを

イメージして

考える。

形や飾 りを

作るために道

具を選択して

色紙等で表現

する。
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○話 し合いをする。
・できた作品について,感想

を伝えたり,話 し合 う。

・ 友だちの

作つてい る

花火に興味

・ 関心をも

つ。

自分や友だ

ちの作品の良

さを見 つ け

る。

できあがつ

た花火を見て

感動を共感す

る。
3

発 展

○「花火ゴマ」を作る。 ・ 回る花火
ゴマを工夫

して作 ろ う

とする。

回した時の

ことをイメー

ジしながら考

える。

コマ作 りに

あった素材を

選択し,回 る
コマを工夫す

る。

本時案 (ν3)

日標 (1)いろいろな材料を使い,工夫して花火を作ろうとする。

(2)イ メージをふくらませながら表現する楽しさを味わうことができる。

・いろいろな材料を使い工夫して花火を作ることができたか

・イメージをふくらませ,表現する楽しさを味わうことができたか

時刻 環 境 構 成 予想される幼児の姿 援 助 ・ 留 意 点

8:50

9:00

9:40

9:50

いろいろな材料を準備 し,

各コーナーに用意 してお

く。

〈教材準備〉

キラキラテープ

モ ー ル

折 り紙

スズランテープ

紙テープ

色画用紙

セロテープなど

◎登園する。
・所持品の始末をする。

◎花火を製作する。
・好きな材料を使い花火を作

る。
・イメージをふくらませなが

ら楽しんで作る.

・完成 した花火を台irに貼る.

◎話 し合いをする。

◎片付けをする。

◎降園準備をする。

◎降園する。

挨拶を交わし身支度を済ま

せ座るよう声がけをする。

花火のイメージがふくらむ

よう,今までの活動を振 り

返 りながら,声がけや援助

をする。

花火ができあがつてきたら

台紙を広げて,雰囲気作 り

をする。

楽しく作つたことやいろい

ろな表現の仕方を話 し合い

完成を喜び合 う。

次の遊びに広がるような言

葉掛けをする。

友達と協力して片づけるよ

う声がけをする。

楽しい夏休みを過ごし, 2
学期に期待を持てるような

話をする.

挨拶を交わし降園する。

《評価》
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1経 過

今大会のテーマ 「夢 つくる 人～未来はぐくむ造形教育～Jを決定した際, 5つの視座から造形

教育を考えていくことにした。その 1つ 「 私たち,北海道のクリエイターJと しての造形教育  北

海道をひとつの地域,チームとしての造形教育を考えよう。Jをベースに, 3つの研究実践のポイント

のうち,三つ日の 「ひろがる造形～つながる気持ちJに関連させ,大会の活性化と全道ネットワークを

使用したアー トプロジェクトを立ち にげていくこととした。

第 55回函館大会では,地域に視 ,点 をおき,その中で,地域人材の活用と,地域に根ざした造形教育

を視 ,点 に,当時,函館で情報デザインの分野で活躍していた方と地元大学生と地域の小中学生がコラボ

レー トした。ここでは,地域とデジタルアーカイブを連携させ,地域における美術の教育活動あり方を

考える機会を設定した。 (第 55回函館大会紀要参照。成果については,ア ンケー ト結果を踏まえて大

会集録に掲載している。)

今回の大会では,そのような経過をふまえ,子 どもと教師が,北海道という広い地域を 1つに感 じ取

ることができることを提言していきたいと考えた。オール北海道を対象としたアー トプロジェクトとし

ては,大会初の実践であると思 う。

実施に向けては,北海道の各地区サークルの協力が必要であり,造形連盟の総会で説明した際には,

各地区から協力への賛同の声を聞かせていただいた。協力をいただいた全道地区の皆さんには大変感謝

している。

2 ねらい

研究主題 「夢・つ くる 。人 ～未来はぐくむ造形教育～Jの研究実践の視点の 1つ 【ひろがる造

形～つながる気持ち】と関連させ,地域や人,他分野とのつながりある造形教育を考えるアー トプロジ

ェクトとし,北海道をひとつの地域,チームとしての実践としたい。

【アートプロジェクト 分科会 :C-2 広がる造形 ～ つながる気持ち 】

「北海道 夢ツリープロジェクト」の実施について
第65回全道造形教育研究大会函館・渡島大会 実行委員会 研究者[

苦
， つくる 人

○ ◎

【手順】

①全道各地区の小中学生に,「 フューチャーリーフ (未来の葉)J参カロ者を募集する。

3 アー トプロジェクト概要

全道各地の子どもたちの夢や希望を一枚の葉「フューチャーリーフ (未来の葉)」 に描いてもらい
,

集まった葉を函館 渡島の子どもたちと共に,「夢ツリー」 (大会のシンボルツリー)に飾り付け,全道

の子どもたちの夢を共有するような表現活動にしていく。

○ 「夢ツリー制作J参カロ者

会場校の弥生小の子どもたちと市内中学美術部の生徒若千名 【サブリーダー】

○指導者 大会研究部教師 若千名
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全道各地区サークル毎に参カロ希望校別に参加人数予定と学校担当者名を集約する。

②参加地区サークル毎に参加者の「フューチャーリーフJを送付していただく.

0函館の児童 生徒により,夢ツリー (大会のシンボルツリー)をつくり,全道の子どもたちの夢を

共有しあう場とする。

①大会当日,制作の様子を公開する。 → 分科会提言

※その他

各地区サークル毎に 「フューチャーリーフJ参加の案内と集約 ,

材料費と送料の負担を協力 していただいた。また,フ ューチャー

リーフは,返却できないので,その旨をご理解いただいた。

事前準備に取り組む中学生たち

4 プロジェクトの実施にあたり

ねらいをふまえたプロジェクト実施のキーワー ドは,次のようになる。

①当日の時間内でできるプロジェクト

②造形を楽しむプロジェク ト

①夢を共有するプロジェクト

④人がつながるプロジェク ト

北海道とい う広い地域において,人的

交流,造形的交流手段を考えたとき,距

離的,物理的な課題が多い。

しかし,長年にわたり積み上げてきた

地域のつながりある全道の研究会の協力

体制を生かすことで,様々な取 り組みが

可能となると考えた。様々な通信コミュ

ニケーション手段を活用 しながら,地域

をつないでいく全道大会のあり方の一つ

の実践としてとらえていただきたい。

今後,そ の成果や課題については,参

カロ協力 していただいた皆さんからの忌憚

のないご意見 ご感想をいただきながら

まとめていきたいと考えている。今後の

授業などへの展開を期待したい。

(文責 :佐々木善憲)

★
一 ―

ヤ ー ジ ーー ン ~~く リ フけ

でもよtヽで,
3 フコーチャーリーフを折り嫁のこおりに訴つて 内劉を聞付けして見成です

と甘先に郵送願います

― ― ― ― ― 由 l● り
― ― ― ― ― 谷折 つ

こんな惑しになります

8                                  ラム模魚邑上賃
色□月転ほ  重この理〔rあるので便月 レ よヽ
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二一
分科会 授 業 者 題 材 名

A-1

前小屋 学
函館市立本通小学校

「作りたいものを引き出すために」

小規模校での陶芸粘土を使つた作品づくり

中村 悠子
新篠津村立新篠津中学校

夢をかたちにできる「美術」の魅力

A-2

濱地 文恵
函館市立港中学校

bookカ バーのデザイン

栗林 友恵
旭川市立神居東小学校

墨絵の国へ ～想像力を働かせて～

B-1

松田 恭子
函館市立中の沢小学校

ビッグネームカード

齊藤 悦子
北斗市立上磯中学校

色の列車をつくろう

美術専科ができること

C-1

櫻井  純
函館市立的場中学校

「母校の歴史に名を刻め」のその後

中川  治

札幌市立本郷小学校
表現にこめた思い

A-3 藤谷 貴代
北海道教育大学附属函館幼稚園

つくる・ひろがる・かかわる 楽しさ

C-2

更科 結希
北海道教育大学附属釧路中学校

地域の美術館とつながりひろがる
～発想を得て表現し,発表しよう～

舘内  徹
札幌市立あやめ野中学校

「チーム北海道」を形に

～人と人のつながりづくり～

A
素直な造形 ～ こどもの気持ち 分科会

○子どもの夢の多面的な発想,構想,創造を語ろう

B
育む造形 ～ 学びの気持ち 分科会

○授業づくりを研修・研鑽しよう

C
ひろがる造形 ～ つながる気持ち 分科会

○地域や人,他分野とのつながりを考えよう
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【小学校提言 分科会 :A-1 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

題材について

焼成粘土による制作は,子 どもたちは,「形が残る。J「実際に使える。」という点に大変ひき
つけられる。子どもたち自身で作品を作れる環境を整え,子どもたちの意欲が持続して楽しく,

形が残る立体作品の制作を楽しませたい。

前年度までの児童の経験 してきた技能や発想をふまえた にで,作 りたい物をより自由に発想できるよ

に工夫 した。

作品は実際生活に使えるものが多く,そのことを期待する子どもも多い。鑑賞の際には実際に使
つたりした感想を発表しあうなど,作品に浸らせるようにしたい。

本校は小規模校のため,学習内容に応 じて全校図工を行つている。全校で行 う際には,上級生が

下級生に教える機会を設定 し,よ り学習を深められるようにしている。

題材の目標

低学年  かたおしやかたぬきから思いついたものを作ろうとする。

中学年  粘上のつけ方や削り方を工夫して,焼き物を作る。

高学年  焼き物制作の技法を生かして, 目的に合わせた物作りをする。

つ

3 指導計画

〇育みたい資質や能力

(関)粘上の素材を味わい,テーマにそって表現を工夫してつくろうとり
~る

姿勢

(想)テーマにそって,実際に使 うことをイメージして発想する力

(技)形作るために道具を選択 し,工夫して粘上で表すカ

(鑑)友だちや自分の作品の良さを見つけ,それについて話すカ

時数

5

学習活動 内容

評 価 規 準

関心・意欲
‐態度

発想やFI想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 【中学年1食器を

「

ろう

●たまつくり 0も つくりその他の活動

を行 う.

【高学年】器をlFろ う

●たまつくり ひもつくりやその他の活

動を行って,焼き物

`り

の基本を確か

める。

●中学年に教えながい活動を行 う

日 t.上 で器をつ

くることに興

味をもち 楽し

くT・ りれもう
とする。

圃目的に応した
器を■ しくつ

くろうとする.

授業時間数

低学年は4

こついては

中 高学年は D

2 3

3本 1キ

【

`■
午1かたぬきあそびをしよう

おさらをつくってかざろう

●かたぬき遊びをする.

0の し捧で板を■って紙皿にくつつ サ

る.

0お 冊にかた●きしたものをくっつけ

る.

I中学年】食器をかざろう

●飾 り付けの計画を立てて詢作を行 う.

【高■年1器を件る計画をたてよう.

0作 りたいものをきめて制作J画を
'てる.

0こ れ まで学習 したことを生かして言|

|liし たものを作る.

四 かた●きあそ

びに興味をも
って楽 しく取

りヽ Hも うとす

る

□  かたぬきした

ものをくっつけ

て楽 しく活動で

きたか。

□ 器の形を考えた

り,き Illい に飾ろ

うとした りする.

固 自分の作 りたい

ものの形や飾 り

を考え 形に表そ

うとする.

□ 形や飾り付け
を見通 しをもつ

てつくることが

できたか

□ 節り付けをい
ろいろ試 しなが

■自分だけの器

をつくることが

できた力、

-33-



1 【全学年】
●素焼きしたものに下絵付けをおこな

う。

国  好きな色をつ

けることができ

た力ヽ

□ 器に合った色
を選んで●をつ

けることができ

た力、

圃 器に合つた色
●支隣などをつ

けることができ
た力、

×透明の釉菜をかける部分は,難し

て均薦をする.

ので教lTの側

1 :全学年】
O友達の作品をみて交流し合おう。実際

に使ってみよう。
●友達の作品の良いところを見つけて

発表し合う。
●自分の使い方に合わせて実際に使つ

てみる

国 件品を使つて楽
しもうとする.

□ 作品を使って来
しんだり,友達
のF品 よいとこ

ろを発表 しあっ

たりしようとす

る.

B乍品を実際に使
って良さを味わ
oた り,友達の

作品のよいとこ

ろを発表 しあっ

たりしようとす

る.

実践の視点と経過

【低学年の様子】

低学年は周りの活動の様子を見たり,実際に教えてもらったりすることで,積極的な活動を引き

出すことができた。教えてもらうだけでなく,型抜きについては逆に中学年に教えながら制作を
した。中学年と会話しながら制作を進めることで,自分の思いを伝えながら作品を知支させるこ

とができた。

【中学年の様子】
・中学年の児童は昨年までの経験を教えながら学習を深めることができた。

【高学年の様子】

前年度は初めての器作りということで,教師主導で行つたため, 自由な発想を引き出すところま
でいけなかつた反省があつた。本授業では自分の作りたい物に合わせて,作 り方を選び,計画的
に制作を進めることができた。

反省点としては,ひも状にして積み上げていく作業は,なれない子

どもたちには難しかった。高く積み上げるうちに,徐々に広がって

いき,作ろうとした形にうまくまとまらないなどの声も開こえたの

で,身の回りにある入れ物を活用して作るなどの工夫が今後必要で

ある。
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今後の課題とまとめ

・陶芸粘土を使つた学習では,技術的な指導が多かった。児童の発想を大事に ,

かつ,作品として完成できるように (技術面)′ と言 う両方のバランスを考えることは今後も大

事である。
・全校授業は少人数で自分の思いを語 りながら作ることで制作に深まりが出る良さがある。
・全校授業を行 うに当たつては教育課程の侑支の際に,各学年で内容を同時期にそろえるなどの工

夫が必要である。 「各学年の系統性を考えて,小学校 6年間でどのように育成するか。」につい

て考えるよい機会となつた。

0 その後の授業について

①全校授業について 小さい学校の特性をいかして
・児童の見取りのしやすさ

・学年の系統性の把握のしやすさ (教育課程の工夫)

② 「ゆめ」の実現ヘ

制作の自由度の高まり (子 どもの思いと表現方法の見通し)

H24年度の実践

実際に身の回りにある物に粘土を貼り付けて制作を

行つた。玉作り,ひも作りでは,子 どもが作ることの

できる形に限りがある。そのため,さ らに作り方の選

択を増やした。この方法では, 自分の作りたい形を短

時間で簡単に作りやすくなり,器の飾りを考える時間
を増やすことができた。

①作りたい物を考える。

②作りたい物に近い形のものを探す。

③新間を貼り付ける。

④粘土を貼り付けていく。 (左の写真参照)

⑤入れ物を外す。

H23年度に比べて高さのあるものや,大きな物も作るこ

とができるようになり,制作の自由度が高まった。これま

でに2年間行つてきたので,子 どもたちも出来上がる作品

に見通しを持てるようになり,「お菓子入れをつくりたい。」
「ペットに餌をあげる入れ物をつくりたい。Jな どの声が

あがり,具体的な目的をよりもつて作品作りを行うことが

できた。
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H25年度の実践

昨年の経験から,これまでと違った物に挑戦する子も出てきて,大きなお皿や,背の高い花llJlを作
つた。身の回りにあるものを利用して,だいたいの形を作り,そのあと自分の好みの形に変える工夫

も見られるようになつた。

H26年度の実践

粘上による鈴作りを行つた。これまでのla~芸粘上の扱いを生かして,器以外でもつと自由度が高い

制作を行つた。

普段お世話になつていた人雲町教育委員会の窯が事情により利用できないということで,素焼きで

作品として仕上がる内容から選んで結果でもあるが,どべを使った接着などがこれまでの制作の中で

定着し,いろいろな物を取り付けて作りたい物をのびのびと制作していた。

1年生は,油粘上での制作を学級で行 う図工の経験を生かして,自
分の作 りたいものを形にした。陶芸粘土として,気をつけなくてはな

らない,乾燥のことや, ドベを使つた接着などについては,上級生が

教えるなど,全校図工のよさが見られた。 (写真 :作品かめ)

3年生は,基本の玉の形から,ひねりだ

して作りだした。

4年生のうち,一人は,基本の丸い形に

魚の部品をたくさんつけたして形を作り

だした。 (写真 :魚 )

もう一人は,基本の丸い形を面を意識し

ながら変形 して,作品作りを行っている。

(写真 :いちご)

子どもたちはそれぞれ,自分の作 りた

い形や自分の好みの作り方を選んで作品

を作つた。

亀の甲羅の模様や,いちごの種のつぶつぶを,鈴が

鳴るようにする穴として使 う工夫が見られた。

子どもたちの経験が高ま

ると作 りたい物に広がり

が出てきた。

高 さのある花瓶をつ く

るために逆さまにして,

底の形を作成している。

-36-



【中学校提言 分科会 :A-1 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

「我が社のロゴマークをデザインしよう」

新篠津村立新篠津中学校 2年 / 指辱者 中 村 悠 子

壼
ワ つくる 人

◎ ○

1 題材について

本題材は, 自分が作りたいと考える会社を実際に設立したと想定し,会社のイメージやターグット

に合わせてその会社の顔とも言える会社 (ブ ランド)ロ ゴマークを表現する造形活動である。子ど

もたちの「こんな会社 お店があつたらいいなJと いう夢あふれる想いを制作のスター トにし,本
当に会社をおこしたらどうなるだろうと深くまでつきつめ,イ メージをかたちにすることの楽しさ

を感じさせたい。また,マークのデザインにおいては,美 しくもわかりやすく伝えることが必要で

ある。ターゲットを絞り,主体的に客層を考えてより伝えるための工夫をカロえながら発想や構想を

し,オ リジナフレのデザインを表現していく。

2 題材の目標

生活の中に使われているサインやマークなどの視覚伝達デザインを基に,伝わりやすくする工夫に

ついて考えたり,デザインしたりする。

3 指導計画

0育みたい資質や能力

(関)サインやマークのデザインに感心をもち,主体的に創意工夫して表 したり,表現の工夫

などを感 じとつたりしようとする姿勢

(想)多 くの人に伝えるために,形や色彩などの効果を生かして,わかりやすさや美しさなど

を考え,マークデザインの構想を練る力

(技)伝えたい内容を絵の具や色画用紙,描画材を生かして効果的に表現する力

(鑑)お互いの作品をもとに話し合い,わかりやすいデザインとは何かを考えながら作者のね

らいや創造的な表現の工夫を感 じとる力

時数 学習活動・内容

評 価 規 準

関心・意欲

態度

発想や構想の能

力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 ○マークの役害1を知る。

色々なサインやマークを鑑

賞 し,デザインの要素,工
夫の違いを考える。
「こんな会社があつたらい

いなJと 思う, 自分の会社

を考える。

伝えたい内

容を分かりや

すく親しみや

すい形や色彩

にする工夫に

関心をもち,

発想を膨らま

せようとして

'｀

る。

自分の表 した

い主題を見つけ

,発想を広げて

いる。

色々なサイ

ンやマークか

ら,伝えたい

内容を想像し

たり,形や色

彩についての

工夫を考えた

りする。

2・ 3 ◎マークをデザインする。

・会社のイメージが伝わりや

すいデザイン (色 形)と は

どのようなものかを考えなが

キ体的に創

意工夫して表

そうとしてい

る。

伝えたい内容

を多くの人々に

伝えるために,

形や色彩などの

・ ‐= ¬

=| ]
渇
一
一

、

一
　
　
一
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ら,効果的なデザインのアイ

ァィアスケッチをする。

制作の途中でグループ交流

も行いながら,デザインを練

り百:し , よりよいものにして

,ヽ く。

効果を生かして

,わかりやすさ

や美しさなどを

考え,マークの

構想を練ってい

る。

4 5 ◎決定したデザインをケント

紙に転写し,ア クリル絵の具

で彩色する。

より伝わるマークにするた

めに,絵具の濃さや適切な筆

の選び方や使い方などを考え

ながら着色する。

描画材料の

特性を生かし

,表現技法を

工夫しようと

している。■

鶴

描画材料の特

性を生かし,意

図に合 う新た

な表現技法を

工夫している。

手順なども考

えながら見通

しをもつて表

現 している。

6 ◎マークとともにどんな会社

なのかが伝わるまとめ 「会社

紹介シー トJをつくる。
「より伝わるまとめ方Jを

意識 し,会社 lHJ介 シー トを作

る。

色彩のもつ

効果を考えな

がら画用紙や

描画材を選び

,主体的に倉1

意工夫 して表

そ うとしてい

る。

・伝えたい内容

を多くの人に伝

えるために,色
彩などの効果を

生かし,わかり

やすさや美しさ

などを考え,構
想を練っている

描画材料の特

性を生かし,意

図に合 う表現

技法を工夫し

ている。

手順なども考

えながら見通

しをもつて表

現 している。

7 ○相互鑑賞・評価

ログループで作品について

話し合 う。 (言 )

○制作を振り返る。

‐友達の作品

の意味, よさ

や美しさ,表
現の面白さ感

じ取ろうとす

る。

作者の意図

を感じとりな

がら, 自分の

価値意識をも

って味わって

いる。

実践の視点と経過

子どもたちの中にある 「こんなことができたらいいなJと 思 う夢を,少 しでもかたちに出来る美術

の授業をと思い,授業づくりを行つた。実際に会社をおこすことはできなくとも,イ メージをする

こと,そ してそれを形にすることの喜びを味わうことができる授業づくりを目指した。

今後の課題とまとめ

・本研究の 「素直な造形 子どもの気持ち」の視点に関わつて,「 こうしたい !」 と思う気持ちを全

面に盛 り込むことを重視して授業を構築した。発想段階におもきを置くことで, 自分だけの会社を

考える段階では,オ リジナルのキャラクターや細かな商品と値段設定,お店の外観はこんな風がい

い,な どと,深くつきつめて考えている様子も見られた。その結果,マークデザインの段階で 「伝

えたい会社のイメージを,マークでどのように伝えるかJを しつかりと考えることができたように

思 う。 しかし,ま だイメージを形にする段階での蹟きを抱える生徒への手立てにはたくさんの可能

性を感じてお り, もつと効果的な導入段階・発想構想段階での手立てを検討 していきたい。
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【中学校提言 分科会 :A-2 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

「bookカバーのデザイン」
函館市立港中学校 3年 / 指導者 濱 地 文 恵

台
ワ つくる 人

◎

1 題材について

この題材では,T書店という実際にある書店をイメージして,b00kヵバーをデザインする。

制作 したカバーをどんな本に付けたいか考えさせ,カ バーの紙のサイズを文庫用と新書用の 2種

類から選択させた。

T書店の協力が得られ作品を書店内に展示するので,書店のイメージも大切にしながら,道具や

材料に幅をもうけ自分なりの表現を工夫させた。

2 題材の目標 T書店が函館に出来た背景を理解し,そ のイメージに合 うデザインを工夫させる。

また,bookカ バーのデザインの特性を理解 し,使用 目的に合つたデザインの構想を練

り,絵の具やその他の材料の特性を生かし,よ りよいデザインにするために考察を重

ね,3年生として完成度の高い作品を制作させる。

3 指導計画

O育みたい資質や能力

(関)デザインの目的や機能に関心を持ち, 自分の価値意識をもつて主体的に学習に取 り組も

うとする姿勢

(想)デザインの機能や構造を理解するとともに,独倉1性をもつて豊かに発想 し,イ メージと

目的を結びつけ構想を練る力

(技)表現意図に合 う表現方法を創意工夫したり,制作の1貝序などを総合的に考える力。

(鑑)作品のテーマに対する意図と工夫を感 じ取 り,生活を豊かにする美術のlulき について理

解や見方を深める力。

時数

9 学習活動 内容

評 価 規 準

関心 意欲・

態度

発想や構想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 ◎様々な書店で使用されている

b00kカ バーを観察し,そ の機能

や構造を理解し,ア イディアスク

ッチをする.

boユ カツヾ ―の

機 能や 構 造 に関

心をもとうとす

る.

どんな本を包

みたいか自分な

りに考えようと

する.

b。。k カバーーの

アイディアを考

えている.

2 ◎ T書店が函館にできた背景を知

り,T書店をイメージした book

カバーのデザインを考える.

Oアイディアスケッチをする.

T書店の こと

を知 り,bool.カ

バーのデザイ ン

を考えよ うとす

る.

自分のアイデ

ィアと T書店の

イメージを結び

つけ,bockカ バ

ーのアイデ ィア

を考えている。

アイデ ィアス

ケ ッチを してい

る。
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3 ◎作品のテーマとカバーのサイズ

を決め,ワ ークシー トに記入する.

■ワークシー トを使い,班で作品

の交 rtをする。

◎班のメンバーのア ドバイスも参

考にしながら下絵を考える。

作品のテーマ

を考え,デザイ

ンに合 うサイズ

を選択 しよ うと

する。

友達の作品の

改善点を見つけ,

ア ドバイスを し

ようとしている。

アイデ ィアス

ケッチ と友達の

ア ドバイスを参

考に下絵 を考え

ている.

テーマにそ う

ように改善点を

とらえている。

4 5 O実際のカバーのサイズを確認

し,全体の構図を決める。

O下絵を描 く。

構図を確認 し

ようとしている。

集 中して作業

しようとしてい

る。

カバーの構造

を確認 し,デザ

インの位置 を考

えている.

薄 く丁寧に下

絵を描いている.

6～ 9 Oボスターカラーな どで彩奮す

る。

◎材料を工夫して作品に生かす。

0作品のテーマや見所などをまと

める。

丁寧に彩色 し

ようとしている。

作品にあうよ

うに材料を工夫

しようとしてい

る。

作品のテーマ

や見所などをま

とめようとして

0ヽ る。

丁寧 に彩色 し

ている。

色 4/.筆 やパス

テルな どの画材

を使 つた り,コ

ラージュをする。

自分 の作 品 を

客観 的 に と らえ

ている。

4 実践の視点と経過

現在は作品用の用紙に下絵を描いており,bookカ バーの構造を考え,絵がどの位置にくれば見栄え

がいいのかよく考えて制作 している。内側に折 り曲げられる部分にイラス トを入れたり,カ バーに栞

を付けるなどの工夫が見られる。用紙は表と裏で質感が異なるため,各 自自分の表現に合 う方を選択

して使用している。

5 今後の課題とまとめ

本研究の「素直な造形～子どもの気持ち」の視点に関わつて,生徒の自由な発想を大切にしつつ,b00k
カバーの構造を生かしたデザインを制作することを重視 して授業を行った。また,道具や材料に幅を

もうけ様々な材料を準備することで,生徒が工夫しながら自分の表現にあう方法を選択できるように

した。

今回の実践では, 2年生のときに行つたパッケージデザイン制作で学んだ目的にあわせてデザイン

を考えることを発展させた。ただ展示するのではなく,使用することも考え,書店のイメージも大切

にして,よ り完成度の高い作品を作るという意識のもと制作を行っている。課題 としては,彩色の段

階で自分のイメージをどれくらい作品に反映して表現できるかである。
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【小学校提言 分科会 :A-2 素直な造形 ～ 子どもの気持ち 】

1 題材について

・本題材では,黒―色の墨を,水の分量や使 う道具を工夫することで,幅広い色で表したり,形やリ

ズムに特徴を出して表 したりすることができる。墨汁そのものは単色であるが,水のカロ減により様
々な色合いを感 じさせる。また,筆の動かし方によって,かすれたり,に じんだりといつた様々な

表情を感じ取らせたい。

子ども達が様々な方法を試 しながら, 自分の感覚や活動を通して形や色などの造形的な特徴をとら

え,活動を展開していけるように本題材を構成 した。これは,本分科会のテーマである「子どもの

気持ち,夢に沿つた造形教育とはどのようなものかを発想・構想 表現 鑑賞などから多而的に考

える。Jに即していると考える。

墨による表現のよさや美しさを友人と語り合い,倉J造的に学習を深めさせていく。

題材の目標  墨と水でできる形や色を試したり,特徴を生かしたりしながら,心地よい調和やリ
ズム感のある絵に表す。

指導計画

「墨から感じる形や色」

旭川市立神居東小学校 6年 / 指導者  栗 林 反 恵

〇育みたい資質や能力

(関)塁 と水でできる形や色に興味をもち,絵に表すことに取り組もうとする姿勢

(想)墨の色の濃淡や様子を試 しながら,心地よい調和やリズム感のある絵を考える力

(技)筆や用具を活用しながら表し方を工夫しようとする力

(鑑)自 分や友人の作品や作家の作品を見合ったり話し合つたりして,墨の美しさや表 し方のよ

さ,面白さをとらえる力

時数

4
学習活動・内容

評 価 規 準

関心 意欲

態度

発想や構想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1・ 2 ◎墨絵遊び

リズム,色を変えて様々な描き方を

したり,多様な道具で書くことを試し

たりして,塁絵を楽しむ.

(筆 スポンジ ロープ たわし
,

スポイ トなど。 )

■活動の中で見つけた技法を発表 し

たり よさを見つけ合つたりする.

赫 的に様々

な描 き方を試

そうとしたり,

様々な種類の

道具 を使お う

とした りして

'｀

る。

よい技法をま

ね しよ うとし

ている.

塁で様々な描き

方 をして生まれ

た形や色を楽 し

み 自分なりのユ

法を発見して絵

に表 している.

友人の描き方

を見て,学んだ

り,よ さを見つ

け合つた りして

ヽヽる.

3 4 0絵に表す

表 したい技法に合った紙を選び ,

自分なりにとらえた楽しさや リズ

ムを糸巨み合わせて,絵に表す。

(相互鑑賞)

■友人の作品を見て,よ さをカー

ドに記入 し,プ レゼン ト

する.

考えた技法を

積極 HJに 使お

うとしている。

試 したことを

生かして 心地

よい調和や リズ

ム感のある絵を

考えている.

自分の作品に

あつた作品

名を付ける.

試 した技法や紙

の大 き さを生 か

して,絵に表 して

,ヽ る.

自分の作品の

意図やよさを振

り返る.

友人の作品を

見て,すてきな

ところや工共 し

ているところな

ど,気付いたこ

とをカー ドに普

き,伝え合 う。
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4 実践の視点と経過

く導入時 >
木学級の子どもたちにとって,墨を使い和紙に直接絵を描くことは,初めての経験であつた。本学174

の子ども達の多くは,「上手に描きたい。」 「されいにまとめたい。Jと 強く感 じている。そのため,

本題材を通して,「 リズムに乗つて筆を動かす楽しさJや 「偶然できる色や形の面白さJを感 じさせた
いと考えた。遊んだり試したりしながら描 くことは,発想を広げていくために大切である。様々なリズ

ムや濃淡で描いた物 (複数)を見せると,「おお～.Jと 意欲的な声が聞こえてきた。使 う道具を紹介
し,「 どうやつたらできるかな。みんなも,技や墨でできる色を探 して遊んでみよう。Jと 投げかけ,

く展開時>
導入時で行つた墨絵遊びの作品を並べ,見つけた技法の確認をした。これらを組み合わせたり,描き

ながら新たな発想を広げたりして,1枚の絵を完成させていく。子ども達が発想を広げやすいよう,様
々な大きさの紙を用意した。子どもは,刷毛や筆を思いのままに動かしたり, スポンジによるスタンピ

ングやスポイ トを使ったにじみなどを楽しんだりしていた。また,楽 しんでいる芦や,発見したことの

つぶやきなどに共感するように努めた。

発想を促すために…①活動の進まない子どもには,一緒に活動し,道具を勧めたりしながら具体的′
方法を見付け出した。

②墨の濃淡や余自に目を向け,子 どもと表現の意図などについて対話を行つた。
③子どものつぶやきから,工夫点などを見付け出し,指導と評価に生かした。

①作品名を考えさせた。また,作品の意図も同時に記入させた。

対話とカー ドによる鑑賞会を設定した。4～ 5人の班で鑑賞会を行つた後,全体で自由に鑑賞させた。
「おほめ というカー ドに友人の作 1早 |の よさを書き,交換する活動を行つた

5 今後の課題とまとめ

木研究の「素直な造形 子どもの気持ちJの視点に関わつて自由な発想を重視 して授業を構築した。
ともすれば,教師の指導は,「上手な作品を作らせよう」というものに向かってしまうことがある。
しかし,それは「教師が作らせたい作品Jであつて,「子どもが作りたい作品,Jではない場合がある。

子どもが発想 したことを受け止め,認め,様々に試させることで,子 ども達が自信をもつたり,楽 し

んで作つたりすることを心掛けた。子ども達からは,「 こんな形ができた !J「 見て。今までで 1番

うまくいつたよ。Jな どのうれしそうな声が多数あがった。

今回の実践では,「上手に描こうJと いう型にはめた子どもの考えを「自分なりに発想しようJと
いうものに,少 しずつ切り替えられたように思 う。 しかし,中 には 「失敗したらどうしようJと ,心配

しながら活動する気持ちも残つている。今後も,子 どもに自信をもたせ,進んで作ろうとする気持ち

を育んでいきたい。

子どもの気持ちに即して…①墨汁を入れた皿と水を入れた容器を用意し,濃 さを試せるようにした。
②発想を喚起するような道具を用意した。また,子 ども/1・ 使つてみたいと

考えたものは,何でtぅ 使ってよいことにした。

③小さな紙をたくさん用意した。手軽に描いて,何枚使つて1,よ いこと|

④子ども一人一人に絵のよさを伝え,子 どt)が考えた技法の価値付けを
つた。 (発想に自信をもたせるため。)

琴 ⑤友人の描いた絵のよさを見つけ合わせた。

め合 う鑑賞会に ①班での鑑賞会では,「質問J「ほめるJ「拍手Jな どの役割を分担し,肯定

な話し合いができるようにした。

②多くの友人と「おほめ券Jを交換することで,自 分の作品のよさに気付いたり,

自信 をもたせた りすることができるようにした
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【小学校提言 分科会 :B-1 育む造形 ～ 学びの気持ち 】

「ビッグネームカード」
函館市立中の沢小学校 5年 / 指導者 松 田 恭 子

醐 苦
ワ つくる 人

◎ 0晨 ■ |lt

1 題材について

これは, 自分の名前の文字をtJり 抜き,穴のあいた部分に色紙をはることで文字が着飾つたように

見えるネームカー ド (名 刺)づ くりを行 う題材である.文字の周 りに自分の好きなlJをつくってはる

など,装飾を楽しむこともできる。

子どもたちは, 自分の「名前の由来Jを調べたり,「好きな物事は何かJふ り返ることから活動を

始めた。そして,色紙を思い思いの形に切 り取り,組み合わせ方を考えて自分が好きな物をつくつて

はりながら表現活動を進めていった。

切り抜く前の文字を墨と筆 (毛筆)で書いたり,カ ッターナイフを使つて切 り抜いたりと,扱 う用

具を工夫し,了 どもが,図画工作科においてそれぞれの用具を使 うことのよさを実感できる場を設け

た。

2 題材の目標

切 り抜いた名前に色紙で模様をつけたり, 自分の名前に関係の深い物事や好きな物を発想 し,想像

力を働かせながらつくつてはつたりする活動の楽しさや面白さを味わうことができるようにする。

3 指導計画

○育みたい資質や能力

(関 )つ くりたいものに対する思いをもち,色や形の組み合わせを考えながらつくろうとする姿勢

(想)自 分の名前のイメージや好きな物事などからつくりたいものを発想する力

(技 )色や形の組み合わせ方など,表現方法を工夫しながら自分の思いに合つたネームカー ドをつ

くる力

(鑑)表現方法を交流しながら互いの意図や特徴などをとらえ,それ 嘔を自分の表現に生がそうと

する力

時数

8

学習活動 内容

口言語活動 ◎■■通事項関連

評 価 規 準

関心 意欲

態度

発想や構想の

能力

倉1造的な技能 鑑賞の能力

1 0参考作品を鑑賞する。

O「 自分 7L見カー ド」をかく。

自分の 「名前の山来Jを調
べたり,「好きな物事Jをる、

り返つた りしながら,「 自分

発見カー ドJにまとめる。

提示 された

参考作品を見

て,題材 に対

す る興味をも

とうとする。

「自分発見

カー ドJを か

きながら,ネ
ームカー ドに

対する思いを

ひろげようす

る。

一

―

|=][
|_  'こ
| 

‐   イ
`.・

L」]
|■・  ,「

2 3 0名 前を書いて,切 り抜く。

墨と筆を使つて半紙に自分

の名前を書き,自 画用紙に

転写して切 り抜く。

自分の名前

を毛筆で書い

た り,カ ッタ

ーナイ フで t71

り抜いた りす

る活動を通 し

て ,ネ ームカ

ー ドに対す る

興味をひろげ

ようと,~る .

カッターナ

イフを適切に

使い,毛筆で

書いた文字の

よさを生かし

ながら名前を

切り抜くこと

ができる。
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○名前に色紙をはる。

台紙になる色画用紙の上に

名前を切 り抜いた紙を置き,

文字に色がついたように色

紙をはっていく。

◎表現活動に対するイメージ

をもち,形や色の組み合わ

せを考えながらつくる。

・ 自分のイメ

ージに合つた

ネームカー ド

をつくり出す

活動を楽 しも

うとしている。

・ネームカー

ドを楽しく飾

ることのでき

る模様や物を

想像 しながら

つ くつ て い

る。

自分の思い

に合つた色紙

を選び,形や

色の組み合わ

せ方を考えな

がらネームカ

ー ドをつくる

こ とが で き

る。

・ 色紙の組み

合わせ方など,

表現方法につ

いて交流 しな

が らつ くって

いる。

4 実践の視点と経過

・ 題材に対する思いをふくらませることができるように,名 前の由来を調べたり,自 分の好きな物事

をふり返つたりしながら,「 自分発見カー ド」にまとめる場を設けた。

・ カッターナイフを使 う場面では,安全に配慮し,扱い方に慣れることができるよう助言 した。

・ 発想をひろげていくことができるように,一人一人の子どもたちの表現活動を共感的に受け止め,

必要に応 じて材料や用具を準備 したり,表現方法について助言したりした。

・ 思うように発想をひろげることができなかったり,活動が停滞したりする子どもには,色や形の組

み合わせ方や用具の扱い方について助言したり,活動の手がかりを見いだすことができるよう友達と

語 り合いながらつくることを促 したりした。

5 今後の課題とまとめ

・ 本題材は,あ る程度手順を決めて行 うことで,子 どもが表現活動を行いやすい内容となつた。

・ 特技,趣味,好きな○○,生まれた季節など, 自分自身をふ り返つて「自分発見カー ド」をかくこ

とは,表現活動における手だてとして活用することができ,有効な手段となつた。また, 自分の名前

の出来を調べることで,親子のコミュニケーションにもつなげることができた。

・ 図画工作科における言語活動として,子 どもの思いをどう引き出すのか考えさせられる題材となつ

た。子どもが, 自分の言葉で思いを語ることができるようにするためには,教師の話 りかけが大切で

ある。今後も,友達や先生と思いを伝え合 う活動を多くの場面で取 り入れることで,一人一人の子ど

もが,自 分の表現活動に自信をもつて取り組んでいくことができるようにしたい。

・ 学級の人数が多く,十分な活動場所を確保することができず,子どもたちの表現活動がしづらい状

況なってしまった^安全で伸び伸びとした活動ができるような場所を設庁すべきであった_

○好きな物をつくつてはる。

名前の周 りに, 自分の好き

な物を色紙でつ くりながら

はつていく。

■ 互いの表現のよさに気付

き, 自分の表現活動に生

かすことができるように

交流しながらつくる。

○ネームカー ドを見せ合 う。
・自分の表現活動をふ り返っ

たり,友達のネームカー ド

を見たりすることで,互い

の表現の楽しさや面白さを

感じ取る。

■ 表現方法の工夫について,

語り合いながら鑑賞する。

・表現方法の

工夫について

交流す ること

で,互いの作

品の楽 しさや

面 白さを見つ

けている。
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【中学校提言 分科会 :B-1育む造形 ～ 学びの気持ち 】

1 題材について

題材名 「色の列車をつくろうJ (1年 )

この題材では,色の三要素をはじめとする色彩の基本的性質について理解させながら絵の具での着

色が活動の主となる。

道具の使い方,色の作り方を示すことで,制作過程でモチベーションを下げずに取 り組めるように

した。

後片づけ後の時間差や早く終わつた場合に備え,「 自分の顔J「 レタリングJも 「色の学習Jの画用

紙に取り入れた。

2 題材の目標  色の性質や配色についての知識を学び,絵の具の特性に触れながら,道具を適切に

あつかい,美 しく着色させる。

3 指導計画

○育みたい資質や能力

(関)身の回りの色に興味をもち,色の性質や感情を理解 しようとする.

(技)色の作 り方を身に付け,制作の順序などを考え,見通しを持ちながら表現する。

(鑑)友だちの作品の良さや美 しさに気づき,個 の作品から集団の作品の良さを感 じ取り

見方を広げる。

時数

5

学習活動・内容 評 価 規 準

関心 意欲

・態度

発想や構想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

1 ○色の三要素を知る。

色彩の基本的性質について

理解する。

◎色を発想する。

色のお も

しろ さを味

わお うとす

る。

2-

4

◎着色をする

道具のあつかい方を確認す

る。

日色の作 り方ついて友だちの

互いの意見を聞き合 う。 (言 )

できあがりを見てもらう。

色の三要

素 を完成 さ

せ よ うとす

る。

友だちの

色の作 り方

に興味・関

心をもつて

いる。

色を無駄な

く作るために

道具をあつか

い方に留意 し

て 表 して い

る。

「色の列車をつ<ろう」～美術専科ができること～
北斗市立上磯中学校 1年 / 提言者 齊 藤 悦 子
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5 ○鑑賞する。

・他の作品から色づくりや着

色の美しさを感じ取る。

◎色彩の特徴

・ 自分や友

だちの作品

の美 しさに

関心をもつ

て見た り,

話 した りし

ている。

個の作品か

ら集団の作品

の良さを感 じ

取り見方を広

げている。

0は , レタリシグの緑書後
自分の名前を明朝体でかく:

②は,点線の円の大きさをめや

すに,身分証明書を見ながら

自分の顔を描く。

③は,下の部分は色のためしぬ

りに使用し,最後にカットす

る。

展示の時は,列車0よ うに学級
の仲間の作品を後ろにはってうな

げていく。    |      ~

4 実践の視点と経過

「平成 21年度全国中学校美術連盟 全国公立中学校美術科教員配置状況調査 集計Jにおいて,北
海道全学校数 657校の内,専任教諭配置校は, 192校で28 9%で あつた。未配置校は, 75校
で 11 4%で あらた。配置状況不明校は, 390校であった。

「中学校美術ネットJによると,全国的に美術の授業時間数の減少に伴つて,美術科教員が各校一人

配置,複数教科の兼務など美術科教員が減少しており,地域の研究会も衰退するなど,様々な問題が各

地域で増カロ・深刻化し,美術科教員は孤立し,美術の授業改善のための時間と機会が確実に減つてきて

いる。また,約 20年間で美術科教員数は2/3にまで減少。教科別にみても美術科が一番教員数が減

少している。美術科教員の年齢構成は,45歳前後を境目に急激に教員が減少,美術は一番若い先生が

少ない教科であり,一番平均年齢が高い教科と報告されている。
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実際,函館 渡島の2015年 度の中学校美術科教員酉己置状況を調べてみると,専任教諭配置校は ,

函館市で 27校の内 14校で51%で ある。渡島は, 22校の内 9校で40%で ある。渡島の西地区の

41Tで,専任教諭が0%である。渡島北地区で中学校が 5校あるが,専任教諭いる中学校は 1校で,初
任者である。

専任教諭が配置されていない学校は,非常勤講師を迎えることができれば幸運な方である。ほとんど

が他教科の教員が兼務 している。専任教諭が地域に,ま たは近くの中学校にいればいろんな事を相談し

たりできるであろう。 しかし,函館 渡島でも難しい状況にあるのが現状である。実際,新採用の美術

科教員がほとんどおらず,美術科教員の年齢構成は,45歳前後を境 目に急激に教員が減少 しているの

は,函館 渡 ,島 も同じである。

専任教諭がいない渡島の中学校に以 ドのアンケー トをとった。

●「初めて美術科を担当した時,困 つたものは何かJ

①年間指導計画など委員会への提出書類   ②教材の内容   ③教材の準備 購買

④各教材のアイディアプリント  ⑤教科書の利用    ⑥毎時間の授業の進め方

⑦作品へのアドバイス  ③作品の評価  ⑨鑑賞授業  ⑩テスト作成  ⑪4観点の評価

困つたという解答が多かったのは,③ ④ ⑦ ③ ⑨ ⑩ ⑪であった。

● 「①～⑪の内容について今までどのようにしてきましたか。J

知 り合いの美初寸科に頼んだ人が少数.ほ とんどが前任者からの引継であるが,そ の前任者も専任教諭

ではなくなっている。そして,全員が独学であると答えた。

● 「美術科専科に聞いてみたい事や,資ド「ではしいもの,教材の進め方,作品の制作手順など協力して

はし0ヽ ことはありますか。」

作品の制作手順や作品の評価する時の観点のポイン トなど,ま とめた物があれば助かると思 う。

以前の担当者が美術としての取 り組みがされていなかつたため,「 これでいいやJと い う気持ちでな

かなか作業ができません。生徒が夢中になつて取り組める教材や授業の展開の工夫を知りたい。また ,

鑑賞の授業も困つています。

負担です。美術は好きですが,小 さい規模の学校でいろいろな業務が多岐にわたっている。専任教諭

の増加を道教委へ提示して下さると有 り難いです。

「専任の教諭以外に教科を任せられるJと いう制度自体が間違つていると思 うので,そ の辺を提言し

てはし,ヽ .

どんな授業をされているのか,テ ス ト作成や評価などについて問いてみたい。数年やつているのでな

んとなく流れはつかめましたが, 自信をもつてやれている訳ではない。もつと子どもに色々な事を教え

てあげられたらと思つています。

今後,画館 渡島で専任教諭が大幅に増加することは期待できないと思われる。今ある美術研究会が

専任教諭が,美術科を兼務 している先生方に資料提供する場を大きく発信することで,地域を越えて繋

がり学び合い,そ してそれがさらに子どもたちのよりよい学びへと繋がっていくと考える.自 分の経験

から専任教諭がいない学校の先生方の悩みや困つていることを考え,美初寸科専任教諭としてお手伝いで

きることを実践してみようと思つた。

この春,同僚の音楽科の教諭が′」ヽ規模の中学校に赴任され,美術科を全学年受け持つこととなり,な
が,授業づくりを協力させてもらえることとなつた。本人がすぐほしいものは, 1学期各学年,何を教

え, どんな手順でものづくりをするのかという実践内容であった。 4月 から授業が始まるので,春休み

中に,教材の準備 購買,各教材のアイディアプリン ト、,教科書の利用, 4月 ～ 5月 くらいまでの授

業の進め方をレクチャー した。 6月 には,作品|へのア ドバイス 作品の評価 鑑賞授業の資料 テス ト
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作成 4観点の評価などを話し合つた。生徒の作品も途中見させていただいた。その先生は、授業をす

る前に自分で練習していた。その努力のかいあって,生徒へのア ドバイスも自信を持つて行 うことがで

きたようである。また,今年度より本格的な美綱寸の授業を受けて,生徒も生き生きと授業に受けている

と聞いた。 1学期のめどもたち,一安心している様子が伺える。次回はこの夏休み中に 2学期の打合せ

を持つことになつている。

5 今後の課題とまとめ

本研究の 「育む造形 学びの気持ちJの視,点 に関わつて,初めて美術科を受け持つ先生が 「これなら

やれそうJと 思えることを重視して授業を構築し提案 した。 しかし,学校により用意できる道具や材料

がなかつたり予算の関係や生徒の特質も考えて教材を用意しなければならないこともわかつた。新学期

が始まる清|に ,相談にのったり準備を整える助言の必要性を感じた。また,ア ンケー トに協力してくれ

た先生方で,協力要請のあった学校にも同じように関わつていきたいと考えている。

美術研究会としては,困 つている先生方が最も近くにいる専任教諭に相談できたり美術研究会が行わ

れる日程の案内などを配布して作品交流やア ドバイスの機会を設けるなどしていきたい。生きた授業を

するためには,やはり指導者が直接見たり聞いたりすることが一番伝わるはずである。

専任教諭が増えないことに嘆いているよりは,私たちが持っている資料やアイディアをどんどん渡し,

協力することで,生徒が美術の授業を楽しみにしてくれたり,つ くる喜 _Iを味わえたら最高だと思う。
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【中学校提言 分科会 :C-1 ひろがる造形 ～ つながる気持ち 】

「母校の歴史に名を亥」め」のその後

函館市立深堀中学校 3年 / 指導者 樫 丼   純
奮
ワ つくる 人

○ ◎

1 題材について

・開校 50周年記念のモニュメントを制作するにあたり,形や設置場所などを生徒自身が考えることに

より知的好奇心を刺激 し,学校 とのつながりをより強くもたせた。
・校地内の既存のモニュメントを提示し,言葉から形を,ま たは形からイメージを発想 しながら心の動

きをサポー トした。

条件に応 じた作品を作るために,コ ンセプ トやイメージを明確にしながら話し合いや制作を行 うよう

にした。 させる。

自分たちの制作意図を生徒や教師に視覚的に伝え合 うことで,知性を働かせながら感性を刺激する。

2 題材の目標  記念モニュメン トのコンセプ トやイメージを明確に形にし,周 囲に伝えるために

表現方法を■夫させたり,言語活動を活発に行わせる。

3 指導計画

○育みたい資質や能力

(関 )テーマに基づいた表現の多様性に気づかせ,学校 とのつなが りをより意識 して授業に取

り組もうとする姿勢

(想)言葉の持つイメージや,形から感 じとるテーマなどを豊かに発想 構想する力

(技)自 分のイメージを具体的に形にすることが出来る創造的な技能

(鑑)自 分の市」作意 Xを伝え合 うためのコミュニケーション能力を高め,自 他の作品の違いや

価値を共感する力

時数 学習活動 内容

評 価 規 準

関心・意欲

態度

発想や構想の

能力

創造的な技能 鑑賞の能力

11

0年
'→

050周 年モニュメン トを

考える。

○石膏ブロックを使って ,

エスキースを作る。

テー マ に沿

って 自分 の

アイデ ア を

形 に しよ う

とする。

テーマに合っ

た形 を考えて

,ヽ る。

道具や素材 を

生かして,倉1造

性豊かに表現

して,ヽ る。

自他 の作品に

ついて,そ の

良 さを見つけ

ている。

6

(3年時)

O設置場所などの環境計画

を立てる。

◎グループで模型等を制作

ヨ
~る

。

■それぞれの計画を発表

し, 交流し合う。

言語活 動等

を取 り入れ

て,積極的に

製 作意 図 を

伝 え よ うと

している。

条件に応 じた

作品を構想し,

よ りわか りや

す く伝 えるよ

うに考えてい

る。

班員で協力し
,

テーマに応 じ

て表現 しよ う

としている。

客観的に作品

を選び,そ の

良さを見つけ

ている.
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4 実践の視点と経過

当時勤務していた学校で開校 50周年記念行事があったため,最
高学年として 50周年を迎える当時の 2年生に,母校が刻んで来た

歴史を祝福する意識をより高め,一人ひとりが 50周年行事に関わ
つたという気持ちを持たせたいと思い,美術の授業の中で取り組め

るものはないか考えた。グラウンド周辺には過去の卒業生の卒業記

念モニュメントがあり,モニュメントは日常の生活の中にとけ込ん

だ風景の一つであったため,新たに 50周 年記念のためのモニュメ
ントを考えるということは,生徒にとつてもそれはど違和感がない

と思い,題材として取り上げた。
モニュメント制作を行 うことに対する関心はとても高く, どの生

徒も意欲的に取り組んでいた。石膏ブロックを使い,モニュメント
の形を考え,個人でエスキースを制作する授業を行つた。

その後,本格的に予算がつき,実際にモニュメントを建設するこ

とが可能となつたため,2年時に作つたモニュメントエスキースを,

第 60回全道造形教育研究大会でその様子を公開した。

この実践では,設置環境計画をグループで考え発表するとい う授業であったため,互いの意見を交

流させなければ活動が進められず,考えを深めるために周 りからの言葉をどうやって解釈 し, 自分は

どのように考えるのかを伝えることが出来るコミュニケーション能力を高める必要性があつた。その

中で,お互いが意見を出し合つて交流することで教師からのア ドバイスだけでは深めることが出来な
かつたアイデアや発想を深め,自 分自身の作品を振 り返ることが出来るような能力を身につけること

が出来たように感 じる。

更に,いかに自分たちの設置計画の良さを最大限に伝える事が出来るかを工夫するため,モニュメ
ン トの槙型を制作したり,OHPや プロジェクターを使つて視覚的に訴えるなど,既習事項をしっか

りと生かしてプレゼンできた班が多く,1年時からの積み重ね,ま たは各教科での学習とのつながり

などを感 じることが出来た。

2年時の個人でのモニュメン トエスキース制作で終わるのではなく,その後モニュメント設置の条

件などを考え,各班でモニュメン トを設置する意義などを話 し合 うことにより,よ り母校への愛着を

感 じた。これからの後輩や地域にも自分たちの思いをつなげていくことを考えることができたように

思う。更には,モニュメント設置に関しては,予算の関係から業者に依頼することは難 しく,生徒と

提言者自身によって制作することとなり,大変な面も多かったが,よ り「自分たちの手によって作 り

上げたモニュメントJと いう思いが強くなつた。また,設置に際して,Pnヽ が協力してくれることと

なり,台座や設置工事を負担 していただいた。設置工事には,そ の工務店に働いていた卒業生が担当

し,モニュメントを中心として生徒,保護者,卒業生,そ してこれからの入学生と,つながり,ひろ

がりを作る授業が出来たと感 じている.

5 今後の課題とまとめ

本来,2年時のモニュメントの具体的な形を個人で考え制作する授業で終了するつもりであつたが ,

思いがけずモニュメン ト建設の話が現実化 したため,ニカ年計画の授業展開となった。そのため,個
人からグループ,そ して全校,その後に続く後輩,地域と広がっていくことを考え,3年時の授業を

構築した。

課題としては,言語活動の難 しさと大切さをどこまで生徒一人一―人に考えさせることが出来たかと

いう点と,評価の点である。プレゼンは活発に行われたが,話 し合いとしての質を高めることは出来

なかった。言語活動によって,みんなで作品を作 り上げていくための教師の働きかけが不十分であつ

たと感 じている。

また,評価に関しては,グループ学習の難 しいところであり, 自己評価などから判断することが多
いが,それでどこまで一人一人の深まりを拾 うことが出来た力ヽ ま,今後も考えていきたい部分である。

校地内のどこにどのように設置するかをグループで考え,プ レゼンするという授業を 3年時に行い
,
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「表現にこめた思い」

本し幌市立本郷小学校 6年 / 指導者

【小学校提言 分科会 :C-1 ひろがる造形 ～ つながる気持ち 】

1 題材について

本題材は, ピカンの『ゲルニカ』を鑑賞し,その作品に込められた思いやメッセージを読み取り,作
者の表現の意図を知る題材である。

その後, ピカンの『グルニカ』での学習を生かし,修学旅行先の向陽館で高橋要の作品を鑑賞する。

『グルニカ』での鑑賞から, 自分なりの作品の見方をもち,高橋要の作品を深く鑑賞し,友だちと交流

し合うことで,美術館の世界観や作家の芸術と向き合う生き方に思いをもつていくのである。

2 題材の目標 作品の形や色,大きさなどから,美術作品に込められた思いやメッセージを読み取

り,作者の表現の意図を知り,美術作品に対する鑑賞を楽しませる。

指導計画

○育みたい資質や能力

(関)美術作品をよく見て,形や色,表 されている内容などを味わおうとする姿勢

(想)作品の形や色からイメージを膨らませ,作 1品 の物語を考える力

(鑑)美術作品に込められた,作者の表現の意図や特徴などを感じ取る力

時数

3

学習活動・内容 評 価 規 準

関心 意欲

態度

発想や構想の

能力

創造的

な技能

鑑賞の能力

１

教

室

○ピカソの『グルニカ』を鑑賞しよう。

作品に使われている色,描かれてい

るものは何かを見つける。

・作品から感 じるイメージを交流する。

作品の物語を 3場面に分けて想像す

る。

・物語を交流し,作品の世界観を深め

る。

・作品に込められた思いを読み取 り,

表現の意図を知る。

グルニカを

意欲的に鑑賞

しようとして

いる。 ・グルニカか

ら想像する物

語を発想 しよ

うとして|ヽ

る。

・グルニカで

使われている

色や描かれて

いる形から,

作品のイメー

ジを広げ、作

品を味わおう

としている。

２

美

術

館

　

３

教

室

○高橋要の作品を鑑賞しよう。

お気に入 りの作品をデジカメに撮る。

お気に入りの作品から物語を 3場面

に分けて想像する。

作品の物語を交流 し,美術館の世界

観を深める。

作品や美術館に込められた思いを読

み取り,表現の意図を知 り,高橋要

の生き方に思いをもつ。

美術館の作

品を鑑賞し,

お気に入 りの

作品を見つけ

ようとしてい

る。

・お気に入 り

の作品から物

語を発想 しよ

うとしてい

る。

お気に入り

の作〒1に使わ

れている色や

描かれている

形から,作品

や美術館のイ

メージを広げ

ようとしてい

る。
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4 実践の視点と経過

本郷小学校では,修学旅行で旭川方面に向かう。深川に廃

校になつた向陽小学校の校舎がある。その校舎を画家の高橋

要が美術館兼ア トリエとして活用している。想像の海をテー

マに作品を制作 し続け,館内は高橋要の作品で彩られている.

体育館には超大作もあり,見る人の心を打つのである。昨年

度までは,修学旅行のコースには入つていなかつたものを,

今年度新たに力Πえ,子 どもたちに鑑賞の機会を設けた。しか

し,ただ美術館に行き作品を見るだけでは,深まりがない.

学習として位置付け,題材を計画的に進めていくのである。

題材は日本文教出版の教科書にもある『表現にこめた,思い』である。作品を鑑賞し,作品に込められ

た作家の意図などを感じ取る授業である。学習で取り上げた作品は教科書にも掲載されているピカンの

『ゲルニカ』である。グルニカは有名な作品であり,子 どもたちの中でも作品を見たことがあったり,

その背景を知つていたりする子がいる。

題材の導入で子どもたちの興味関心を引くために,4分の

1サイズのレプリカを用意する。子どもたちはレプリカとは

いえそのサイズの迫力に目を奪われる。すぐに「気持ち悪い。J

「よくわかんない。Jと いった声が上がった。そこで,子 ども

たちに「この絵の中で使われている色は何かな。J「描かれて

いるものは何かな。Jと 間う。子どもたちからは,「黒,灰色 ,

自。J「変な人がいる。J「 よくわからないけど馬かな。J「ナイ

フもあるし,花もある。J「窓みたいなものがあって,あれ ?

これつて室内 ?Jと どんどんと作品に描かれているものを見

つけていく。そして,作品の世界を考え始めるのである。作品を知つている子は,戦争をモチーフにし

てために,こ のような表現にいたったことに気付く。しかし,それでは作品に対する思いが深まらない。

そこで,「 この作品の物語を考えよう。Jと 問いかけるのである。場面を 3つに分け, どのような展開に

なるのかを考えていく。ある子は,「パーティーの最中に動物に襲われた。Jと いうものや「なぞの男が

訪問し,その家に不幸をもたらした。Jな ど描かれているものをヒントに物語を想像していくのである。

物語について交流することで, この作品が惨濠1や不幸を表していることに確信をもつていく。白黒で描

かれていること, ものの形がおかしいこと,こ の作品が描かれた背景には戦争があったことなどを知る

ことで, ピカソがゲルニカを描いた意図と自分の物語を重ね合わせるのである。

そして,形や色から物語を想像し, ピカソの意図を知ることで,高橋要の作品も鑑賞してみたいとい

う思いにつながっていく。

5 今後の課題とまとめ

本研究の 「ひろがる造形～つながる気持ちJの視点に関わつ

て,作家,美術館とのひろがり・つながりを重視 して授業を構

築した。ピカンから高橋要へ,教室から美術館へ,美術作品か

ら自分の生き方へとひろがり,つながるのである。

今題材でピカンのレプリカは大谷大学からお借 りしたもので

ある。札幌市では,大谷大学からレプリカをお借 りし,授業を

行 うことができる。しかし,ま だ十分な活用には至っていない。

また,高橋要の向陽館は北海道を代表する美術館であるといっ

ても過言ではない。そのような美術館を十分に学習をつなげて

いくことが,今後の課題である。
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【幼稚園提言 分科会 :A-3素直な造形 ～ 子どもの気持ち

1  1ま しめに

子どもの 「生き生きとした活動Jは,体験や経験,環境,人間関係等を基盤とした 「感情Jに より生

まれる。本国では「生き生きと活動する子Jの育成をめざし,昨年度から幼稚園から小学校へのなめら

かな接続をめざしたカリキュラムの作成をすすめている。この中で,幼児の体験から起こる感情や「人

と人とのつながりJで育まれる経験が,生き生きした活動を生み,な めらかな接続に必要な意気込みや

成功体験の積み重ねに繋がることがわかつた。

そこで,昨年 7月 から 10月 にかけて, 3歳児の「色水ジュース遊び」から「パーティービつこJや
「おみせやさんごっこJに発展した事例を紹介し,表現領域の活動としてどのような造形体験を重ねた

かを報告する.

2 環境構成

(3歳¨

[[]I[]ジ
ユース

〇 巫

*売 り子達は電車や徒歩で

遊戯室に売りに出かける

3事 例

(1)同年齢による遊びの広がり「ジュースやさんからパーティービつこへ
J

3歳児は,色への興味や関心をもち,色の美 しさを感 じ取る遊びとして,色水のジュース作 りlFIび

をした。色水を作つたり,混色の不思議さを体験した。 3歳児はお互いにジュースを見せあつたり,

友だちの真似をすることで, 自分もやつてみたいと主体的に作る様子がみられた。

やがて, 3歳児達はジュースにあう食べ物を作 りたいという意欲をもつた。作つたジュースに用意

してあったコーヒーフィルターを入れると、柔らかな色に染まった。これをアイスに見立てアイス作

りが始まった。用意しておいた茶封筒や小包用紙を使って子ども達はチキンや ドーナッツを、色紙や

お花紙を使つて手巻き寿司やおにぎりを作 り始めた。また,ジュースの容器にス トローをさすことで,

リアルさが加わつた。

リアルさは子ども達の個々の思いを広げ,友達との交流に繋がり,やがてクラス全体のパーティー

ごつこへ発展した。教師はパーティーのために、環境を再構成し、積み木や机を準備 した。

(2)異年齢への遊びの広がり「パーティーが移動販売にJ

同時刻に, 4歳児の保育室では秋の本の実を使つたアクセサ リーを,お遊戯室では 5歳児が積み木

を使つて函館の街町を再現していた。

3歳児はできたものを他の部屋に持つて行き,様子を眺めながら,お弁当を食べる遊びを始めた。

「つ<る 。かかわる 。ひろがる 楽しさJ

北海道教育大学附属函館幼稚園 / 指奪者  藤 谷 貴 代
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やがて,異年齢の友だちにも「食べて (みて)も らいたい」気持ちが芽生え,子 ども達は箱に ドー

ナッツやジュースを詰め, 4歳, 5歳児に渡しにいった。異年齢の友だちが自分達の思いのこもつた
作品を受け取つてくれことで, 3歳児達は「喜び 楽しさJ「 もつと喜んで貰いたいJと感じ,更に運
んだり,作つたりする活動を繰 り返した。教師は「喜んでもらいたいJと いう思いを尊重し,運びや
すいように専用の箱を用意して,活動を援助した。

遊びが展開すると交流が主になり,造形活動自体は停滞してきた。そこで教師が新たな表現の刺激
として,色水に石けん水を加えて振 り,ジュースがフロー トに変化する活動を見せた。子ども達はこ

れを取り入れることで,造形活動は再活性した。また,異年齢の子ども達も興味をもち,造形活動に
参加し始めた。

(3)異年齢との協同性の大切さ「みんなでお店屋さん」
食べものを運んでくる様子をみた 5歳児は,自発的に3歳児のためにお店のコーナーを作つた。す

ると3歳児だけでなく4, 5歳児も順に売り子やお客になった。また 5歳児は紙粘土を四角く切 リセ
ロファンにくるんだ「キャラメル」を作つてお店を開いていた。 5歳児の活動に興味をもつた 3歳 ,

4歳児は,仲間に入れて貰い一緒に活動した。年齢を超えて関わりをもつことで, 5歳児が作つた電
車ごっこを一緒にしたり, 4歳児の松ぼつくリアクセサリーの作り方を教えあう様子もみられた。こ
のように,異年齢の子どもと関わること,子 ども達の発想は広がり、ルールを生み,共同性をもつた

遊びに変化していつた。

4 おわりに

本研究の「素直な造形 子どもの気持ちJの視点に関わつて,子 ども達の表現を生かした「関わり合
い」に着日してきた。子ども達が「人, もの,環境」を介して関わり合い,課題に対して能動的に活動
し,経験や体験を積むたびに,子 ども達には大きな成長がみられた。
また,教師は活動が停滞した時にタイミングを捉えて、ジュースに泡が出るように材料をカロえたり,

活動しやすいように箱を用意した。今までの活動よりも魅力的な環境や活動をカロえることで,子 ども達
の興味関心はより喚起され,主体性と発想の広がりを生み出した。「もてなしてあげたい」「だから作り
たい」という「他者を喜ばせる気持ちJは,能動的な造形活動、素直な造形につながつたのである。

このように、子ども達の夢は,「生き生きとした活動Jを繰り返す中で表現されるのである。
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【中学校提言 分科会:C-2 ひろがる造形 ～ つながる気持ち】

「A～蜘c Art´ψF品の声を聴く―」

北海道蜘義雄剤‖調1躍中学校 3年  /指 導者 更 科 結 希

1 題材について

本遷羽1ま,鑑賞活動と表現活動を合わせた創造活動の設定と,それを促すための主題の設定場面や主題の表現をするた

めの構想場面に着日し筒式している。中学3年生の表現分野の学習において,主題を自ら生み出すことと, 自分の意図に

合う表現桁 う際に,具体的な表現効果について考えていくことが重要となる。これまで,表現活動の題材において鑑賞

は創意工夫を広げるために,様々な表現方法があるということ,醐LItるために取り組むことが多かった そして,表現活

動では生従全員が共通した素材を扱い,生徒が想像した形に近づけていくと行つた活動を多く扱ってきた 鑑賞と表現が

互0ヽ動 し,生徒が共通した主題のもと個々の主題を生みだし表現していく場面を作ることで,互いが意見を共有しあ

える環党をつくり,表現していく作品が生徒にとつて,個直ある作品になつていくのではないかと考えた

木謳陶t着 想を得るための卿本として,釧路市鋼 確師 歳のイ●品 ll tale ofホe mOdsO)Jを設定し,その作品

の鑑賞活動から感じ取つたことや考えたことを基に,鑑賞作品への返答となる作品を生み出す活動とした 主題を自ら生

みだし,主題の実鼎こ向かつた情想や倉1造的な活動を工夫しながら改善し表現していくことは,柔軟に素材を扱えるよう

既習事項tとついての確認や怖品の構想を生み出しやすい場面の設定が必要となる。そのため,主題つ着想を得る菊本とし

て物語性を感じる共通の鑑賞作品を用意し,鑑賞活動を組み込んた そして,素材の持つ意味や効果について授業の場面

|こ随所に取り入れるよう工夫した

また,本校の生徒の実態として,「鑑賞時に作者が表したいことをどのように工夫して表現している力意識しているJ,

「鑑賞0卜品から感じ取つたよさや美しさなどを言葉で表現することが好き力Jといつたアンケー ト項目において課題を

抱えており,言語活動を効卿 旬に取リス,Ъた学習を進めるため,構想の場面において効果的な交流場面の設定について重

点をおく授業過程とした

この題材で1渕 路市立美術館と連携し,鑑賞授業の設定や生徒の力式した作品と鑑賞侑■を同時同晏示するなa新 た

な取り組み|‐ _いて断 した

2 題材の目標

聯 品から橡 の様言ネ■●現を誘 取り,罰 を得て, 自らが期 したいことを昴切想し,械 を球 しながら遺lX罰勺

に表現することができる。

3 指導計画

O育みたい貨責や能力

はD対象作品から鑑賞したことを基に,イメージを広げ主題を生みだし,ヨ本的¨ 構想を練り,材料の特性を生

かして意欲的に表現しようとする姿勢

(殉 対象を深く見つめ感じ取つたこと,考えたことから主題を生み出す力。主題から遺喫詢 ■織 を工夫し,表現の構

想を練る力

CO自分の表現意図に合う材料の特性を生かし,表り方法を工夫し,市1作の回iなどを総合的に考えながら創造的に表

現する力

爾 対象の形や色,情景などから

“

圭静 )心膚や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り,自 分σ珈昨億識を持ち艦

賞する力
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囃 学習活動 内容 評 価 規 準

関 心 意欲 態度 魏

…

鵠
・

治鰤 勺7,も序た 銀 の動

1 O釧路市立美術館所蔵作品

の市成太違の 賦tale Of the

mods(2)J雛する。

口作品を読み解 くための視

点として対象 色 情景につ

いて個人やグループ討議を

行う。

・鑑貢作品から感じ

取つたことを基に

意欲的に自分の考
えをまとめること
ができる。

形や色彩などの

特徴や印象など
から,作品の意図
や創造的な表現
の工夫を感 じ取
りながら鑑賞す
ることができる。

2 ◎作品から読み取つたこと

をまとめ,作品から強く感じ

たメッセージや物語の続き

を想起しながら,返答作品の

着想猪 える。

対象を深く砺とつめ

感じ取ったこと,考
えたことをもとに

自分にとって印象

に残る場面につい

て考えることがで

きる.

3

4

O鑑賞時にまとめた考えを

元に,鑑賞作品への返答とな

る表現について構想する.

着想を得て,主題を生みだ

し,アイディアスケッチをす

る。

O自 ら考えた主題を元に,作

品の構想を練る。

表現したいものをどのよう

な 【形愚 素ス 表現触月
~31し

ていく力考 える。

■他者の批評的な意見を参

考にし 自分の考えをより深

めていく。

主体的に自分の考
えを基に主題を考
え,意欲的にアイデ

ィアスケッチを行
うことができる。

%に つい

て,よ り良くするた
めのアイディアを
持ちながら交流す
ることができる。

対象を深く見つ

め感 じ取つたこ

と,考えたことな
どから主題を生

み出すことがで

きる。

主題から信眠旨崎
な構成を工夫し,

表現の構想を他
者の意見を基に
更に改善 してい

くことができる。

5

6

7

◎主題や構想を基に,素材や

制作計画を改善しながら作

品を制作する。

20× 20×20mの中に収ま

る作品として表現する。

色,対象の形や寿囲こ着目

しながら,どのような鋤

果が最適か常に振り返りな

がら市1作して0ヽ く。

蒙欲的に素材や色

彩の表現効果につ

いて考えながら制

作することができ

る。

自分の考えに近
づく表現を行 う
ために常に構想
を見返 しながら

制作することが
できる.

主題を表現する
ために,素材の効
果を意識し,制作
ヨ 1贋を立 C,期
方法を模索 しな
がら表すことが
できる。
表現手段力漏 適

か常に振 り返 り
ながら表現する
ことができる。

8 O鑑賞作品と生徒の作品を

同時に展示し,鑑賞をする。

作品から感じ取つ

たことや考えたこ

とを基に自らの考
えを深める活動を

行うことができる。

作者の作品から

意味や意図を考
え鑑賞すること
ができる。
構想段階におけ

るアイディアと

完成作品との関
連について目を

向け鑑賞するこ

とができる.
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4 -と 組

(1)着想のコこなる「A ta c of the modsO)」 の鑑賞の時間から

釧路市立美術的つつ前の作品を,施設内のシアタールーム

に設置し,鑑賞授業を行つ亀 鑑賞作品の選択では,物語

性のある作品であることヽ 色から受け取るイメージや描

力れ た内容が相案しやすいものであることを念頭におい

た ←嗅 1は,3本の場における対話型鑑賞″〒ってい

る場打⊃

鑑賞の方法は対話を生かし,作品に描かれている内容や

作品から受ける印象,作者の想セ■ついて考えを深め,感

じ取つたことをまとめていく時間とした また,個男咄聘

えたことを他者との意見交流を通し,更に深める時間を設

けれ また,鑑賞活動を基に着想を得て,作品を生み出す

過程があるため,この時間の中で,鑑賞作品から自分がメ

設けた

見て,他者はど

のような表現を

したいかコメン

トを記入する。

その後,裏面の

(●者のねらいを

文章で読み,受

け取つたイメー

ジと異なる印象

や素材の扱いに

ついて改善すべ

(2)着想を基に主題を生みだし 他者のlLT的な意見を参考に構想を練る

個人の作品の構想場面では,鑑賞から着想を得て主題を生みだし,アイデ

ィアスケッチなれ ,ヽ素材や表現方法について考えた その際,更に自分の

作品をより具場僣するための手立てとして,他者による批評的な意見を受け

取る場面を設定した 言語を用,淡流する隠 これま
~ll膳

的な視点嘲 L者

の作品を観ることは行つていなかった そのため,作者がどのように表現し

ようとしているの力、 また構想のアイディアスケッチから作品にどのような

ねらいがあるのか向画から捉えることに重点をおき,交流する場面を設定し

た。C真 2は,″レーカこよる他者の構想カー ドを見合い,批評的|¬笹者の

構想について意見を述べている活動の風尉 この授業で取り組んだ構想カー

ドは図1にあるように,アイディアスケッチと共にどのような素材詢 表ヽ

現するかを記した。裏面に,t生徒の作品のねら1前 を文章で表したも

のを添付している。発売場面では,アイディアスケッチの価力れ た面だけを

写真1 鑑費授業の場面

ッセージとして受け取つたことなどを具体的に記述する場面を

図 1

き意見を,繰り返し書いていくという方法で進めていっ/_今回の表現では,

着想の基となつた作品と合同展示を行うことを事前に話をしているため,少

なからず自分の表現が人に伝わることを念頭においているため,この交流は

自らの構想をより良くつ
~る

ためには2要な学習過程であつたと判断する。

写真2 売 面
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(3)刊順や素材を選択し制作する

生徒の表■活動においては,構想の中で素材の持つ効果につ

いて考える場面を設定した 材潤は生徒によって異なり,表現

方法も異なる。そのため,本過程においては最初に制l‐5瞑に

ついて立案さtそ の後表現活動を行つた。制作時間は3時間

と熱 がヽ,合同展示をする開系もあリサイズを指定してその範

囲内での作品の表現である。

授業の場面では,個別に却芯をしながら時には,素材の変更

や実際に扱つてみて失敗した経験を別な方法に転換させる場面

などもあり難しい時間ではあるが,ほとんどの生徒が構想の場

面において素材の扱いや効果について考えを交流しているため,

迷いもなく活動に取り組んでいる場面が見られた

5 嘲後の課題とまとめ

,婦掛イは,今年新たに取り組んだ内容だつたため,授業詢式

やそれぞれの過程において改善は必要であつた場面もあつた。

例としてあげれは 作品の大きさや素けの選定場面での交流方

法などが挙げられる。

しかし,釧略市立美術館と連携しこうした題材を考える事が

できたのは大きな収穫であつた まず,着想を得る場面¬則¬

した鑑賞作品への返答作品というテーマを設定したことから,

搬 市民に向け作品を発表することができたところにある。

生徒の作品の発表の機会は多くは,校内熙示などにとどまる。

その効果も大きいが,中学生が何を考え,つくることができる

のかを,多くの人々は蜘 つてもらうといつたことが,生徒に与

える影響も大きいものと考える。

これか らも,様々な限 関と議 し,戦 に翻富していけ

る題材を模索し続けていきたいと考えている。

写真5 コラージュによる平面表現

写真 3 水墨と絵の具を合わせた表II.

写真4 針金による立体表現
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【ネットワーク提言 分科会 :C-2 広がる造形 ～ つながる気持ち 】

「チーム1`海道を形に～人と人のつながりづくり～」
札幌市立あやめ野中学校  発表者 舘 内   徹

き
ワ つくる 人

◎

1 『ネットワーク部F号』の変遷

北海道造形教育連盟の組織の中には『ネットワーク』という部署があります。20年はど前に私が造
形連盟の活動に参加したときには既に,全道造形教育研究大会の日程の中に『ネットワーク会議』とい

う会が設定されていました。 (実際には他の分科会会議と平行して設定されていたので人が集まらず,

流会していたと記憶しています)私は"研究部のネットワーク担当"と いう所属がいつのまにかついて
いたのですが,それがなんなのか知らずにいました。

地区ごとの情報交流の重要性が認識されたの

は,学習指導要領の改訂 (授業時数の減少など

も含む)や全国造形教育研究大会の札幌開催の

準備をすすめなければならなくなってきたころ

からだと思います。研究部の一部から"ネ ット

ワーク部"に昇格 し,「春/夏/秋Jの会議が

設定されることとなりました。『ネットワーク』
というと,「インターネットなどを活用したデ
ジタルな取り組み,バーチャルな活動が中心な

のではないかJと ,初期の頃は思われていました。確かに長年北造ネットワーク部長を務めてきた小林

知広先生は,北海道造形教育連盟のホームページを立ち上げ,ま た「メーリングリストJと いつたネッ
ト上での情報交換の場を整備してきたりと,時代の要請にあった形をつくりあげることに貢献いたしま

した。 しかし,それはネット上ですべて「完結Jさせるためではなく,こ こを入リロとして造形教育連

盟の活動を広げようという意図がありました。

この『ネットワーク』という部署は全国のほかの研究団体には存在しません。北海道という特殊な環

境が作り出したものです。ご存知のように北海道は広大です。他の都府県とくらべて,広範囲な地域,

それぞれの地区の歴史や地域性をみると,一つの地区と

してくくるのは困難です。『北海道』として,全国に向け

て研究活動を発信するには,やはり自分たちの足下をし

つかりさせることが必要です。『ネットワーク部』はこう

した考えのもとに活動がすすみました。

2 ネットワーク部門の活動の目的

各地区サークルの取り組みは独特です。それぞれの地

区の歴史的な背景や環境により,他地区がうらやむよう

な活動があります。ネットワーク会議で活動が紹介され,

「うちでもやりたい。どのように準備しているのか ?J「 う

ちの地区でもやつてみたいJ「 うちの地区の催しに参カロし

て,実際に体験してみては?Jと いうように発展してい

くこともありました。それ以前には考えられなかつたこ

とです。美術館や他施設との連携,校種を超えた連携 (幼

小,小中,中高など),作品展や美術部関係の取り組みの

情報もありました。

また,地域のかかえる問題点なども紹介され,同 じ問

題をかかえる地区同士の取り組みやア ドバイスなどもあ

りました。市町村合併による学校の統廃合,それによる

教員の減少。免許外の先生方への支援。孤立する図工 美

鸞鸞譜罵ぎあ
ー

‐ 4● ●
一
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術科教師同■の研修や情報共有の難しさ。これらの話を共有することで,教科教育の今後に危機感を共

有することができたのも大きな成果だといえます。情報の共有は,北海道造形教育連盟としてのまとま

りを強くしていくとともに,地区活動についてもひろがりをもたせることになったと感じています。

『Tcam H砥Lido』 が掛け声だけではなく,かたちとして意識できたのではないでしょうか。

3 ネットワーク部門の活動

現在,ネ ットワーク部門は年二回 (春

冬)の会議での情報交流 と,全道造

形教育研究大会での地区サークル活動

の紹介 (パ ネル展示)が 主なものとな

つています。昨年度,北海道造形教育

連盟事務局を中心 とした組織改編が行

われ,『ネットワーク部』から『研究部
の一部門』となりました。これまでも

ネットワーク会議に中で,地区サーク

ルごとの交流とともに「北海道として

の研究活動にもつとつながりをつくる

ことができないだろうかJと いつた話

:li::聯 :[::普
「

1:催
:II`富雫F壕言Ь見優ち、普壕薦暑綸含[穆 :

`研
究活動の報告が行われます。         :

はできませんでした。研究部の中に研 ■il=:I′
′‐…́ ~‐ ‐″ ,ヽ・́‐―′。         :

究・研修 ネットワークがひとつにまとめられたことで,それぞれの専門的な活動が有機的に結合した
取り組みすることができないかと模索しています。そのひとつが研究部から紹介されている『北海道の

美術教育を支援する活動』です。今後, この取り組みを充実させていくことはもちろん,ほかの取りl■

みができないか,ネ ットワーク会議で交流された情報をもとに検討を進めていきたいと考えています。,

せて開催しています。審査会 1日 日の終わりごろの短い時

間ですが,活動中間報告のような感じでざつくばらんに交

4 最後に・・・・

毎年,各地区で行われる 「全道造形

研究大会 J。 多くの先生方が大会の準

備をし,授業をしています。 しかし,

その時だけのつなが りだけではもつた

いないと感 じることもあります。「そ

の後あの授業はどうなつたのだろ う

か ?J「 あの子たちは,次 にどんな取

り組みをしたのだろうか ?J気 になる

ことも出てきます。「もつとこの取 り

組みについて知 りたい。J    つな

がりをつくることで,つながりを継続

していくことで,よ り自分の授業づく

りが,地域の研究活動が広がりを見せ

ていくこともあるのではないでしょう

か。そんな 「きっかけ」をネットワー

クの活動が担つていけるようにと考え

ています。また。北海道以外とのつな

がりも広がっていけるように,情報を

発信できればと取り組んでいます。

流 しています。

冬のネットワーク会議は北海道教育美術展審査会にあわ
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30周年記念講演会
平成 26年 ,2月 6日

帝東大学の世政博先生を講師にお招きし、「ロエとしヽぅ
名の贈り物」というテー

…

演いた腱 ました。後半は

朧 師が子どもに与えたものJr教師が子ども力ちもあ た

もの」という調題でグループワークを設定していただきまし

札造 20周年記念座談会

平成 26年 12月 6日

札造の歴代会長を務められた、伊藤善彬先生、塚野
田臣先生、土丼善範先生の3名の先生方にご登壇い
ただきました。今の札造に至るまでの、出来事思い出
を中心に人とのつながりの大切さを伝えて下さりまし
′ヒ。

20周年記念授業

光がう%場 所～助 リバ

平成26年 12月 5日

授業者三浦真奈美札暢市立濡Flll学校

積み重ねた真つ自の段ボールとプラカップというシ
ンプルな材料を、積み、並べ、合わせることで、光の変
害を楽しむ活動

“

た。光の美レ箋 ヨ|き出す、子お
たちの夢中な表情があふれました。
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平成26年度 活動報告

石狩造形教育連盟
子どもの表現意欲を高める授業のために

～「l.も しろそうJ「おもしろいJ「おもしおかつた,■

石狩管内教育研究会

図工美術部会

北広島市が中心

サークル

● 3つ の学校で

授業公開

● 西の里中で全

体会、分科会、

実践ア トラク

ション、作品交

流会などを行

いました。

管内の教師の研

修資料と為て、研

修セ ンターが毎

年発行 していま

す。

石特の作舅集 M19

石国□目品竃

“ζ猜摯性
革磐鷺

『
繁 第19集

|11■ |,1111´ ■1年,麟:料子
=■

 ‐
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平成26年度 活動報告

空知美術教育研究会
研究主題「おもう さぐる つなげる

～基調～持ち寄り、語ることから始めよう」

γ』:;言蓼11
ゴサにクラス全員の手ともあ‐
作品を中心になつての「子ど
もの作品を語る会」

8月 16百 11・ I:百 そら年箇定)

峰 蟻 ‐‐‐‐

| ‐ γ夕で―‖粟二;j畠侃奮
|‐ 寒技講座、1軍 までの実践の
交流tJヽ 中合同での

「
子ども

の作品を語る会■     |
日‐付固定(全道・道外から来ら
れる方もあり

`コ
テージ宿泊有

警亨了ヽ1裏墨こ早ざ唇雪冒雪)|
「エツシカ角でストラップ」

‐

.|■ |■ ■ 1札幌 :宮崎亨先生
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造形まつりill北海道立旭川美術館

Onttne

第 64回全道造形教育研究大会上川・旭川大会(幼 4・小 5。

第 64回全道造形教育研究大会上川・旭川大会 (造形まつり・造形教育を語る会・レセプション)

４̈

‐

中 5。 高 1・ 特支 1 計 16本 )
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平成26年度 活動報告

留萌地方美術教育研究会
研究主題 生きる喜びを育む造形教育

平成2●年6月 25日実施 (lll平町立11平 Jt学校にて)

鱈好0晴天にあくまれ 小手町●海岸てピー手ヨーミンタをしきじた。海岸にけ迪形●気持ちが0くむく湧いてくる素材がたくさん

あり手した。この日拾ったO② la,すくにけ値えない●て、この後の実腋研て0事前におって、洗晟 転燥させたO②を使日し,●た。

Ji平小学薇ロエ
=に

移動し、ビー手コーミングておった材口を見て築0み、おゥトボンド (クルーガン)て持着●手した。案しい作

品かたくさん完成しました.先生iけa気に入H②作品を持与爆ってい●した。これって、●l●‖太■●ここです。

陶
胴
順
　
柚

Ⅷ
側

の
■
Ｖ
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渡島美術教育研究
心うるおけ造形活動をもこめて

O護島椒鰤酔澪会:o児童生徒謝昨昌晨 O―雪含‐

渡島教育研究集会

「手で感情を表現しよう」

授業者 七飯町立七飯中学校 水□ 司

加工粘■を用いて感情を抽象的

な形で彫刻にするという授業で

す。「虚の空間Jと「実の空間Jを
組み合わせて表現するという、少

し難しい課題でしたが、生徒の皆

さんは粘■と格闘しながら、意欲

的に制作していました。

キョ?

ジッ?

なにそれ?

管内の児童 生徒の

'品
を展示交流する

ことで、子どもたちの意欲高揚と、指導

者の指導力向上を図っています。今年度

の出品点数は、幼lt園 小学校 中学校

合わせて約700点となりました。

渡島児童生徒美術作品展    |

1             実技請習会             |
i北海道教育大学函館校の橋本先生を講師に招いて、クレヨンと |

|′ スヽを使つた指導法を学びました.TO気あいあいとした雰囲気 |

|の中で、みな童心にかえって取り組みました。        |
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■渡島美研と函館美研合同研修会

27年度の全道大剣〔向け、渡鳥.函館0合同役員

会議を開きました,全道大会で、渡島0学校からも

授業者や提言者を選出してもらうことになり、 大会に

向けて、脚リトllができました。

■美研例会と美術館とのコラボ

今年も実術館のll,I展示展展示の鑑賞と実研

例会をコラlli開催することができました。

ルオー展などビッグタイトルもあり、会員以外

の先生でも足を運ぶ機会にもなりました。

口児童生徒美術展の実施

函館市の小中学生を対象にした写生展を11月 下旬に

市内のデパートを借りて実施しました。

そして、2月に臆 生徒作品展を芸術ホールを借りて

実施しました。どちらもた〈さんの来場者があり、2月

の児童生徒美術展には、2日で千人を超える来場者数

を記録しました。

■美研公開授業の実施 !!

港中学校の濱地先生が快く

授業公開してくれました。

港中学校 演地先生が2年生を対象に授業を

公開してくれました。題材名はパッケージ

デザインです。本時は、各班て出来上がって

きたバッケージデザインの原案を交流し アド

バイスをもとに再案していくものです。子ども遠

が よりよい作品を目指し、 熱心に話し合つて

いる姿が印象的てした。この授業は、全道大会

で提言の題材にもなつています。お楽しみに。

◎ 期 日 :10月 17日 (金 )

5時間目

0 函館市立港学校  2年
0 題材名 :パッケージデザイン

_~ 指導者 :演地文恵

教育大函館校で3回の学習会を開催 11

8月 、6月 、2月 の3回に渡り、教育大学

函館校 橋本忠和先生による学習会 (実技研修会)

が行われました。休み中や平日の夜にもかかわらず、

多くの先生方が集まりました。 (ちなみに3回 目の)

学習会の内容は、

①調味料を絵の具にして絵を描く1… これは調味料が

絵の具になる意外さと、スパイス系のにおいで五感

が末1激されることが、子どもの倉1造性の発達を促す

ことになります。

②水彩絵の具がガラス絵の具に大変身 1…水彩絵の

具に「洗剤Jをちょつとまぜるだけで、 なんとガラス

やTPシートにしっかりぬれる絵の具になります。簡単

にステンドグラス調の作品制作に使えます !
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第43回十謄管内教育研究サー71ι合同研究会
会 期 平成 26年 11月 11日 (火 )

場 所 池田町立池日小学校
雪舟になろう!～水塁画の実践～
スポンジや筆、濃淡のある墨など、描きたい内容に合わせ、
道具や方法を選び、発見と学びがあ.,、れる楽しい授業でした.

授業後の討議では実践内容などの交流もしました。

第56口十勝子ご林 会
会 期 平成 26年 11月 7日 (金 )～ 9日 (日 )

場 所 幕別町百年記念ホール

十勝管内町村の小 中学校から多数の作品を持ちより作品展を行いました。
十勝子ども大会は合唱、演劇、書道など文化系の貴重な発表の場となってます.
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帯広市教育研究会ロエ美術部会
豊かな心をはぐくむ造形教育

授 業 研 究 『 陶 芸 ～ 土 器 を 作 ろ う 』 (6年 )

授業者 :帯広市立DR和小学校  橋本 英子教諭

日時 :2014年 11月 5日 (水) 会場 :08和小学校 ロエ室

作 品 交 流 研 修 及 び 部 会
(6月・ 10月・2月に実施)
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研究大会  8月 29日
遠軽町立遠軽小学校 5年生

くるくるくねくね

「ワイヤーマンで遊ばう lJ

損業者 :赤岩 穂清 教諭

「ワイヤーマンサーカス団アクロブヽッ
ト公演」と題して、大きな写真が背景に

なった壁面に、作品を展示する活動てし
た。サーカスの映像を見てイメージを膨
らませた子ともたちは、自分たちの作っ

た針金人形を使つて、自由に形を変えら
特徴を生かし、人形のポーズ・作品の展
示の仕方を工夫していました.

実技研修  11月 28日
「鑑賞を深めるJ

講師 :湯浅 大吾 教諭
(札幌市立拓J`小学校)

会場 :北見市立西小学校

北海道造詣教育連盟より講師を派遣し
ていただき、アートカードを使った鑑賞
の授業の実践・

IUを丁寧に説明していただ

さました。

参加者からは、「一つの作品の味わいが
より深くなりました.J「見れば見るほど、
見つめれば見つめるほど、作品の味わい
がより豊かになることを体感しました.J

等の感想が寄せられました。

全道造形教育研究大会 上川 旭川大会

造形まつり

「世界で 1つ !手作りMY絵 本」

「製本体験Jでは,短時間でできるよう

に半完成品も用意していましたが 多くの

方が一から自分の手で作り上げる方を選ん

でいました。「絵本作りJでは メンパー手

作りの消しゴムはんこや,様々な画材を使

つてMY絵本を製作してもらいました。ま

た はじめからベージに丸い穴をあけた仕

掛け本も用意 して 参加者のみなさんに

色々選んでもらえるようにしました。
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平成26年度 活動報告

根 室造 形連
研究主題 一人ひとりの持ち味を生かした造形教育

～造形教育の輪を広げて～
T・ |● H●

``'め

'

,ヽ

卜

ｆ

|

■

」

´

一●

■
　́
・

一

・
ｔ

´
．ち

一

／一一，

技 ll面 、思吉而の未熟さが

目立つ傾向にある.と の題

材で何を育てるか ?など

部員で集まり教材の検言す

して意見交流している.

根室管内 教育フエスティバルにて

「筆跡からの発想」講座開催

参力0者のほとんどが小学校の先生だったことfJら 、請習会の「筆

あと」が小学校の図画工作で展開するには ,と いう観点から具

本例を挙げて 提案 してみました。実体験することて教えるこ

とに良い変イヒがでるといいなと思います .

限られた時間でどう制作を支援、指ξするか ?

例)具体的な表現手法を提示する、視覚化する.

例)作り方を画像で提示する

視覚化することで説明時間の効率を上げる

～生活に身近な資源を題材に生か して～

生徒作品の紹介
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1 2014年 11月 5日 (水)5校時

地球岬小学校 4年 1組

指導者 :教諭 小林 敦子

題材名「ゆめのれいぞう庫」

授業の感想では「クレヨン、ベンなど用意された道

具の中から適切なものを選んでいた。普段からこうい

う活動に慣れていると感 じた。J「静力ヽ こなってから指

示することができていていい。JI昼からのl.業、休憩

時にたっぷ り遊んだあとの授業.子どもも先生も大変

だつたと思います。J「楽 しそうに作品作 りにIIり 組む

室蘭市教育研究会の造形部の行
事として行われたものです.4月
から題材の選定や授業 l・l容●)検討
を|1長 副部長 研究主任と授業
者の 4人で行いました.

この日は造形部員全員 11名
が集まり、小林先生の授業を見
せていただきました.題材の 1

時間日の授業であ り、子どもた

ちは意欲的に興味を持つて取 り

組んでいました。

縦に折つた画用紙に横に切れ

日を入れ、開いた窓に絵を描き
こみまつ.

子と 発想が広がらず 41か なか取 り組めなかつた r

t,い ました。Jな どの意見が寄せられました.

この後に授業反省 実技講座 として全道造形連盟

から講師を招き 「鑑 HJの授業についてlf修 しまし

た。内容の深い+日 であつたと思います。
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平成26年度 活動報告

苫小牧市造形部会
生き生きと表現し クラス全員力Ⅷり出す喜びを味わう 授業,教材作り

～ 小中がつなが

小 中学校合同で、制作した作品の交流、作り方

の説明会、卒業式や入学式で使える飾 りの実践発

表を行いました。

作 品

交流会

ステンシル講座で自分の

名前をプレー トに。

カッターで切 り抜き、台所

用スポンジで作った簡易

タンポで色を付けました。

実技講習

ステンシル

この他、教育大佐藤先生のご指導による壁飾り製作実技、

アイヌ紋様を主とした模様作り、

各校の実践をまとめた版画作品集制作を行いました。
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「夢。つくる。人～末来はぐくむ造形教育」


